
HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

for HP Operations Manager Windows®、 HP-UX、 Linux、 および Solaris オペレーティング

システム用

ソフ トウェア バージ ョ ン: 1.60
ユーザー ガイド
ドキュ メン ト  リ リース日 : 2010 年 5 月

ソフ トウェア リ リース日  : 2010 年 5 月
 



ご注意

保証について

HP 製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと し

ます。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につい

て、 HP はいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211 および 12.212 の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2009- 2010 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Microsoft® および Windows® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Adobe®、 Acrobat®、 PostScript® は、 Adobe Systems Incorporated の商標です。

Java™ および Java ベースのすべての商標と ロゴは、 Sun の商標または登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このガイ ドの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP パスポートへの登録とサイン  インが必要です。 HP パスポート  ID の取得登録は、 次の Web サ
イ トから行な う こ とができます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポートのログイン  ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HP の 営業担当にお

問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト を参照してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインでは、 セルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術

支援ツールに素早く 効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ トウェアサポート  Web サイト のサポート範囲は、 次のと おりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポートユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要が あ り ます。 ま
た、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP パスポート ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセ

スしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 このドキュメン トで使用する命名規則
このドキュ メン トでは、 以下の命名規則を使用します。

命名規則 説明

HPOM for UNIX　 HPOM for UNIX は、 HPOM on HP-UX、 HPOM on Linux、 および HPOM on Solaris の
総称と してドキュ メン トで使用されます。 

必要に応じて、 各オペレーティング システムは次のよ うに指定されます。

• HPOM on HP-UX

• HPOM on Linux

• HPOM on Solaris

Infrastructure SPIs　 HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure を示します。 このソフ ト ウェア スイート

には、 次の 3 つの Smart Plug-in が含まれます。

• HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure 

• HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

• HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure

SI SPI HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

VI SPI HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

CI SPI HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure
7
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2 はじめに
このドキュ メン トでは、HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure の使用に関する内容を説明します。 

システム インフラス ト ラ クチャは、 企業にとって欠かせない基盤またはベース  インフラス ト ラ クチャです。

システム インフラス ト ラ クチャは、 CPU、 オペレーティング システム、 ディ ス ク、 メモ リ、 ネッ ト ワーク

リ ソースなどで構成されていますが、 これを継続的に監視するこ とによって、 基盤となる物理システムの可

用性、 パフォーマンス、 セキュ リ ティ、 スムーズな動作を確保する必要があ り ます。 監視システム インフラ

ス ト ラ クチャは、 効率化や生産性向上を実現します。 また、 インフラス ト ラ クチャの障害やパフォーマンス

低下を引き起こす根本原因の関連性の特定、 切り分け、 修正などの作業でも役立ちます。

Smart Plug-in for Systems Infrastructure (SI SPI) バージ ョ ン 1.60 は、Microsoft Windows、Linux、Sun Solaris、IBM
AIX、 HP-UX 用のシステム インフラス ト ラ クチャを監視します。 容量、 可用性、 使用率などの監視要素に基

づいてシステム パフォーマンスを分析できます。

SI SPI は、 HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructure スイート  (Infrastructure SPI) の一部と して提供されて

います。 このスイートには他にも、 Virtualization Infrastructure SPI (VI SPI)、 Cluster Infrastructure SPI (CI SPI)、
Report pack、Graph pack、OMi Content Pack などが含まれています。 Infrastructure SPI メディアに収録されてい

る他のコンポーネン ト をインス トールする場合は、 SI SPI をインス トールする必要があ り ます。 

図 1　 Infrastructure SPI メディアのコンポーネン ト

SI SPI は、HP Operations Manager (HPOM)、HP Performance Manager、HP Performance Agent、HP Operations Agent
の組み込みパフォーマンス  コンポーネン ト  (EPC) などの HP ソフ ト ウェア製品と統合します。 この統合によ

り、 ポ リ シ－、 ツール、 各種サービス  ビューが提供されます。 

Systems Infrastructure SPI でサポー ト し ているオペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンの詳細は、 『HP
Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure リ リース  ノート 』 を参照してください。
9
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3 Systems Infrastructure SPI のコンポーネン ト
Systems Infrastructure SPI は、管理ノードの動作、可用性、パフォーマンスを監視するための設定済みポ リシー

とツールを提供します。 これらのポ リ シーおよびツールと検出機能を組み合わせて使用するこ とによ り、 IT
インフラス ト ラ クチャの重要な要素をすばやく コン ト ロールできます。 

HPOM for Windows のマップ ビュー

HPOM コンソールにノードを追加する と、 そのノードに Systems Infrastructure SPI service discovery ポ リ シー

が自動的に配布されます。 この情報は、 ノード とサービスを示す Systems Infrastructure SPI のマップビューに

反映されます。 

マップ ビューには、インフラス ト ラ クチャ環境のリ アルタイムな状態が表示されます。 マップ ビューを表示

するには、 HPOM コンソールで [サービス] を選択し、 [System Infrastructure] をク リ ッ ク します。 マップ

ビューには、インフラス ト ラ クチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、サブシステムやサブサー

ビスを含め、 グラフ ィカルに表示されます。 
11



図 2　HPOM for Windows のマップ ビュー

マップのアイコンや線は色分けされており、 マップの項目の重要度レベルやステータス伝達が示されます。

マップ ビューでは、 ノードまたはサービス階層の問題が発生しているレベルにド リル ダウンできます。 

HPOM では、 問題の根本的な原因を特定するための機能と して、 稼働していないサービスやノードを簡単に

特定できる分析機能が提供されています。 この機能は、 選択したノードやサービスのレベルから分析を開始

して、根本的原因が検出されたレベルで分析を終了し、問題の発生源、影響を受ける ノードやサービスをマッ

プで表示します。

HPOM for UNIX のマップ ビュー

マップ ビューには、 インフラス ト ラ クチャ環境のリ アルタイムな状態が表示されます。 管理サーバーで以下

のコマンドを実行する と、 HPOM for HP-UX、 Solaris、 Linux の操作 UI でオペレータがサービス  ビューを表

示できるよ うにな り ます。

opcservice -assign <operator name> SystemServices
12 第 3 章



オペレータ名には、 サービスを割り当てるオペレータを指定します (例: opc_adm、 opc_op)。

Systems Infrastructure SPI の service discovery ポ リ シーによってポ リ シーがノードに自動的に配布されるこ と

はあ り ません。 手動でポ リシーを配布できます。 

マップ ビューを表示するには、 以下の手順を実行します。 

1 HPOM の操作 UI を起動します。 

2 ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。 

3 [Services] →  [Systems Infrastructure] → [Show Graph] を選択し、 マップ ビューを表示します。

図 3　HPOM for UNIX/Linux/Solaris のマップ ビュー

マップ ビューには、 インフラス ト ラ クチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、サブシステムや

サブサービスを含め、 グラフ ィカルに表示されます。
Systems Infrastructure SPI のコンポーネン ト 13



ツール

Systems Infrastructure SPI ツールでは、特定の管理ノードに関して収集したデータが表示されます。 Virtualization
Infrastructure SPI のツールの詳細は、 「Systems Infrastructure SPI ツール」 を参照して ください。

ポリシー

HPOM for Windows では、 サポート されている管理ノードに、 複数のデフォルト  ポ リシーがインス トール時

に自動配布されます。 これらをそのまま使用して、 システム  インフラス ト ラ クチャに関するデータや環境か

らのメ ッセージの受信を開始できます。 サービス検出時にポ リシーを自動配布する設定をオフにするこ とが

できます。 また、 設定済みのポ リシーを変更して新しい名前で保存し、 目的に応じたカスタム  ポ リ シーを作

成するこ と もできます。

HPOM for UNIX/Linux/Solaris では、Systems Infrastructure SPI の service discovery ポ リ シーによってポ リ シーが

ノードに自動的に配布されるこ とはあ り ません。 手動でポ リシーを配布できます。 

HPOM for Windows、 UNIX、 Linux、 Solaris からポ リ シーを配布する方法の詳細は、 「付録 A」 を参照して く

ださい。 

Systems Infrastructure SPI ポ リシーの名前は、わかりやすく、簡単に変更できるよ うに、SI で始まっています。

ポ リシー タイプは以下のとおりです。

• Service/Process Monitoring ポ リシーは、システム サービスおよびプロセスを監視する手段を提供します。

• Logfile Entry ポリシーは、システム ノードによって生成されたステータス  メ ッセージおよびエラー メ ッ

セージをキャプチャします。

• Measurement Threshold ポ リシーは、 収集されたメ ト リ ッ ク値を解釈し、 アラートやメ ッセージをメ ッ

セージ ブラウザで表示できるよ うに、 各メ ト リ ッ クの条件を定義します。 各 measurement threshold ポ リ

シーは、 実際のメ ト リ ッ ク値と指定したしきい値/自動しきい値を比較して、 実際のメ ト リ ッ ク値がしき

い値に反する場合、 問題を解決するためのメ ッセージや指示文が表示されます。

• Scheduled Task ポ リシーは、 収集の対象となる メ ト リ ッ ク値と、 収集を開始する時間を定義します。 収
集間隔も定義します。 収集間隔は、 特定のグループに対するデータの収集頻度を示します。 Scheduled
Task ポ リ シーには 2 つの機能があ り ます。 ノードの収集間隔ごとにコレク タ /アナライザを実行する機

能と、ポ リシーの [コマンド ] テキス ト  ボッ クス内に表示されているすべてのメ ト リ ッ クのデータを収集

する機能です。

• Service Discovery ポ リシーは、 個々のシステム ノード  インスタンスを検出し、 Systems Infrastructure SPI
で検出されたすべてのインスタンスを含むマップ ビューを生成します。

Systems Infrastructure SPI のポ リシーの詳細は、 「Systems Infrastructure SPI のポリシー」 を参照してください。
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グラフ

Systems Infrastructure SPI では、 監視対象の要素の正常域の動作に矛盾が生じた場合に原因を表示して追跡で

きます。 HPOM は、 HP Performance Manager と統合されています。 これは、 システム  パフォーマンスの評価、

使用率の傾向の把握、 システム間でのパフォーマンス比較を行う  Web ベース  ツールです。 HP Performance
Manager では、 以下の表示が可能です。 

• グラフ  (折れ線グラフ、 棒グラフ、 面グラフなど)

• データ表 (プロセス詳細など) 

• ベースライン グラフ

• Java 形式の動的グラフによって、 個々のメ ト リ ッ クの表示をオフにしたり、 グラフ上の点の値を表示し

たりするこ とができます。

データをグラフ ィカルに表示するこ とで、レポート された重大または危険域のエラー メ ッセージをすばやく

簡単に分析できます。 Systems Infrastructure SPI のグラフの詳細は、 「Systems Infrastructure SPI のグラフ」 を参

照して ください。

レポート

HP Reporter をインス トールして Systems Infrastructure SPI と統合するこ とによ り、 メ ト リ ッ ク  データを使っ

た Web ベース  レポート を生成できます。 

HP Reporter を Windows 向けの HPOM 管理サーバーにインス トールした場合、 コンソールからレポート を表

示できます。 レポート を表示するには、 コンソール ツ リーで [Reports] を展開し、 個別のレポート をダブル

ク リ ッ ク します。 

HP Reporter を HPOM 管理サーバー (Windows、UNIX、Linux、または Solaris オペレーティング システム向け)
に接続されている別のシステムにインス トールした場合、 HP Reporter システムでレポート を表示できます。

HP Reporter と  HPOM を統合する方法の詳細は、 『HP Reporter インス トールおよび特別構成ガイ ド』 を参照

して ください。

Systems Infrastructure SPI のレポートの詳細は、 「Systems Infrastructure SPI のレポート 」 を参照してください。
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4 Systems Infrastructure SPI のポリシーとツール
Systems Infrastructure SPI には、 インフラス ト ラ クチャの管理に役立つさまざまなポ リ シーとツールがあ り ま

す。 ポ リ シーを使用してシステムを監視し、 それらのシステムについて収集されたデータをツールで表示で

きます。

Systems Infrastructure SPI のポリシー

ポ リシーは、監視を自動化するための 1 つまたは複数のルールです。 SI SPI のポリシーを使用して、Windows、
Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX の各環境を監視できます。 ほとんどのポ リ シーはすべての環境に共通ですが、

特定の環境でのみ使用できたり、該当するプラ ッ ト フォームでのみ配布する必要があるポ リ シーもあ り ます。

サポート されていないプラ ッ ト フォームにポ リシーを配布する と、 予期しない動作が発生したり、 ポ リ シー

にエラーが発生したりするこ とがあ り ます。

[Infrastructure Management group] フォルダには、 言語で分類されたサブグループがあ り ます。 たとえば、 英語

のポ リシーのサブグループは [en]、日本語のポリシーのサブグループは [ja]、簡体中国語のポリ シーのグルー

プは [zh] です。

HPOM for Windows でポ リシーにアクセスするには、 次を選択します。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → 
[Systems Infrastructure]

HPOM for UNIX/Linux/Solaris のコンソール/管理者用 UI からポ リシーにアクセスするには、次を選択します。

[Policy Bank] → [Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure]

ト レース

キャパシティ とパフォーマンスを監視するポ リシーには、ト レース用に Debug または DebugLevel スク リプ ト

パラ メータが含まれます。 このパラ メータを指定するこ とで、 ト レースを有効にできます。 パラ メータには、

次の値を指定できます。

• Debug=0、 ト レース  メ ッセージは送信されません。 

• Debug=1、 ト レース  メ ッセージがコンソールに送信されます。 

• Debug=2、 ト レース  メ ッセージが管理ノード上のト レース  ファ イルに記録されます。 ト レース  ファ イル

は、 管理ノード上の <OV_DATA_DIR>\<log> に格納されています。
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検出ポリシー

SI-SystemDiscovery_ja_JP ポ リシーは、ハード ウェア リ ソース、オペレーティング システム属性、アプリ ケー

シ ョ ンなどのサーバー情報を管理ノードから収集します。 

HPOM コンソールにノードを追加する と、SI-SystemDiscovery_ja_JP ポ リシーと供に配布された検出モジュー

ルがノード上でサービスの検出を実行します。 このサービス検出モジュールは、 収集した情報を  XML スニ

ペッ トの形式で HPOM に返します。 このスニペッ トは、 Systems Infrastructure SPI 検出プロセスを実行する時

点で、 管理ノード上のサービスのスナップシ ョ ッ ト を取得し、 これを示すサービス  ツ リーを作成します。

autodiscovery ポ リ シーは、 配布後、 定期的に実行されるよ うに設定されます。 検出エージェン トは、 収集し

たサービス情報と前回実行時の結果を比較します。 前回実行時から、 管理ノード上で実行中のサービスに変

更や追加が見つかった場合、HPOM 管理サーバーにメ ッセージを送信し、管理サーバーがサービス  ビューに

変更内容を反映します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [AutoDiscovery]

可用性ポリシー

可用性の監視を行い、 リ ソースの可用性を確保します。 リ ソースの可用性について、 許容できないレベルを

特定するこ とが重要です。 IT インフラス ト ラ クチャの現在の負荷を計算し、 しきい値と比較するこ とによっ

て、 リ ソースの可用性に不足部分がないかチェッ ク します。

IT リ ソースの使用状況が変化し機能が拡張する と、 ディ スク容量、 処理能力、 メモ リ などのパラ メータも変

化します。 現在のニーズと、時間の経過に伴ってニーズがどのよ うに変化するかを把握するこ とが重要です。

一定の期間にわたってこれらの要素を監視するこ とは、 IT リ ソースの使用率に対する影響を理解する上で役

に立ちます。

サーバーの役割では、 Fax サーバーや電子メール サーバーなどの主要機能を記述します。 1 つのシステムに、

サーバーの役割を 1 つまたは複数インス トールするこ とができます。 各サーバーの役割には、 その役割の子

要素と して、1 つまたは複数のサービスを指定できます。 可用性ポ リシーは、管理ノード上にある役割サービ

スの可用性を監視します。 

設定済み可用性ポリシーの管理対象となる役割サービスが、 Systems Infrastructure SPI で選択したノード上で

検出される と、 このポ リ シーが自動的にインス トールされます。 これらのポ リ シーのデフォルトのポ リ シー

グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Availability]

可用性ポリシーは、 Linux、 Windows、 Solaris、 AIX、 HP-UX の各管理ノード上で、 プロセスやサービスの可

用性を監視します。 プロセスが使用不能状態に陥るか、サービスのステータスが変化する と  (停止または無効

になる )、 ポ リ シーは HPOM にメ ッセージを送信します。 ポ リ シーでは、 監視対象となるステータス と、 ス

テータスが変化した時点で実行するアクシ ョ ンを定義できます。
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図 4　可用性ポ リシーのグループ化

可用性ポリシーは、サーバー役割ごとにグループに分類し、さ らにオペレーティング システムごとにサブ グ
ループに分類するこ とができます。 また、 管理ノード上で稼働するオペレーティング システムに基づいて、

必要なポ リシーを選択できます。
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プロセスとサービスを監視するポリシー

これらのポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Availability] → 
[<プロセス/サービス>] → [<os>]

<os> はオペレーティング システムを示し、 AIX、 HP-UX、 Linux、 MS windows、 Sun Solaris のいずれかです。

次の表では、 プロセス とサービス、 各プラ ッ ト フォームでサポート される監視ポリ シーをま とめます。

Infrastructure SPI では、Solaris ゾーンでプロセスを監視する可用性ポリシーが用意されています。 Solaris マシ

ンには、グローバル ゾーンと ローカル ゾーン (コンテナ) があ り ます。 可用性ポ リシーは、Solaris プロセスの

可用性を監視し、 使用不能状態を検出する と、 HPOM に警告メ ッセージを送信します。 

プロセス /
サービス名 AIX　 HP-UX　 SLES　 RHEL　 MS Windows　 Solaris　

DHCP 　
サーバー

SI-AIXDHCPProc
essMonitor_ja_JP

SI-HPUXBootpdP
rocessMonitor_ja_
JP

SI-LinuxDH
CPProcessM
onitor_ja_JP

SI-LinuxDHCP
ProcessMonito
r_ja_JP

SI-MSWindowsDHCPServ
erRoleMonitor_ja_JP

SI-SunSolarisDHCP
ProcessMonitor_ja_
JP

DNS 
サーバー

SI-AIXNamedProc
essMonitor_ja_JP

SI-HPUXNamedP
rocessMonitor_ja_
JP

SI-LinuxNam
edProcessMo
nitor_ja_JP

SI-LinuxName
dProcessMonit
or_ja_JP

SI-MSWindowsDNSServer
RoleMonitor_ja_JP

SI-SunSolarisName
dProcessMonitor_ja
_JP

電子メール 
サービス

SI-AIXSendmailPr
ocessMonitor_ja_
JP

SI-HPUXSendmai
lProcessMonitor_
ja_JP

SI-LinuxSend
mailProcess
Monitor_ja_
JP

SI-LinuxSend
mailProcessMo
nitor_ja_JP

- SI-SunSolarisSend
mailProcessMonitor
_ja_JP

Fax 　
サービス

- - - - SI-MSWindowsFaxServer
RoleMonitor_ja_JP

-

ファ イル 
サービス

SI-AIXNfsServerP
rocessMonitor_ja_
JP

SI-HPUXNfsServ
erProcessMonitor
_ja_JP

• SI-LinuxNf
sServerPro
cessMonito
r_ja_JP

• SI-LinuxSm
bServerPro
cessMonito
r_ja_JP

• SI-LinuxNfsS
erverProcess
Monitor_ja_
JP

• SI-LinuxSmb
ServerProces
sMonitor_ja_
JP

• SI-MSWindowsWin2k3Fi
leServicesRoleMonitor_j
a_JP

• SI-MSWindowsDFSRole
Monitor_ja_JP

• SI-MSWindowsFileServe
rRoleMonitor_ja_JP

• SI-MSWindowsNFSRole
Monitor_ja_JP

SI-SunSolarisNfsSe
rverProcessMonitor
_ja_JP

ファ イア

ウォール 
サービス

- - - - SI-MSWindowsFirewallRo
leMonitor_ja_JP

-

インター

ネッ ト  
サービス

SI-AIXInetdProces
sMonitor_ja_JP

SI-HPUXInetdPro
cessMonitor_ja_J
P

SI-LinuxXine
tdProcessMo
nitor_ja_JP

SI-LinuxXinet
dProcessMonit
or_ja_JP

- SI-SunSolarisInetdP
rocessMonitor_ja_
JP

ネッ ト

ワーク  
サービス

- - - - • SI-MSWindowsRRAServ
icesRoleMonitor_ja_JP

• SI-MSWindowsNetworkP
olicyServerRoleMonitor
_ja_JP

-
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プリ ン ト  
サービス

• SI-AIXQdaemon
ProcessMonitor_
ja_JP

• SI-AIXLpdProce
ssMonitor_ja_JP

SI-HPUXLpsched
ProcessMonitor_
ja_JP

SI-LinuxCup
sProcessMoni
tor_ja_JP

SI-LinuxCupsP
rocessMonitor_
ja_JP

SI-MSWindowsPrintServic
eRoleMonitor_ja_JP

SI-SunSolarisLpdPr
ocessMonitor_ja_JP

RPC 　
サービス

SI-AIXPortmapPr
ocessMonitor_ja_
JP

- - - SI-MSWindowsRpcRoleM
onitor_ja_JP

-

スケジュー

ルされた

ジ ョブ 
サービス

SI-AIXCronProces
sMonitor_ja_JP

SI-HPUXCronPro
cessMonitor_ja_
JP

SI-SLESCron
ProcessMonit
or_ja_JP

SI-RHELCron
ProcessMonito
r_ja_JP

SI-MSWindowsTaskSched
ulerRoleMonitor_ja_JP

SI-SunSolarisCronP
rocessMonitor_ja_
JP

セキュ リ

ティで

保護された

ログイン 
サービス

SI-OpenSshdProce
ssMonitor_ja_JP1

• SI-HPUXSshdPr
ocessMonitor_
ja_JP

• SI-OpenSshdPro
cessMonitor_ja
_JP1

• SI-LinuxSs
hdProcess
Monitor_ja
_JP

• SI-OpenSsh
dProcessM
onitor_ja_
JP1

• SI-LinuxSshd
ProcessMoni
tor_ja_JP

• SI-OpenSshd
ProcessMoni
tor_ja_JP1

SI-OpenSshdProcessMonit
or_ja_JP1

• SI-SunSolarisSshd
ProcessMonitor_
ja_JP

• SI-OpenSshdProce
ssMonitor_ja_JP1

SNMP 　
サービス

SI-UnixSnmpdPro
cessMonitor_ja_JP

SI-UnixSnmpdPro
cessMonitor_ja_
JP

SI-UnixSnmp
dProcessMon
itor_ja_JP

SI-UnixSnmpd
ProcessMonito
r_ja_JP

SI-MSWindowsSnmpProce
ssMonitor_ja_JP

SI-UnixSnmpdProc
essMonitor_ja_JP

システム 
ロガー

SI-AIXSyslogProc
essMonitor_ja_JP

SI-HPUXSyslogP
rocessMonitor_ja_
JP

SI-SLESSysl
ogProcessMo
nitor_ja_JP

SI-RHELSyslo
gProcessMonit
or_ja_JP

SI-MSWindowsEventLogR
oleMonitor_ja_JP

SI-SunSolarisSyslog
ProcessMonitor_ja_
JP

ターミナル 
サービス

- - - - • SI-MSWindowsTSWebA
ccessRoleMonitor_ja_JP

• SI-MSWindowsTSGatew
ayRoleMonitor_ja_JP

• SI-MSWindowsTerminal
ServerRoleMonitor_ja_
JP

• SI-MSWindowsTSLicens
ingRoleMonitor_ja_JP

-

Web 
サーバー

SI-AIXWebserver
ProcessMonitor_ja
_JP

SI-HPUXWebserv
erProcessMonitor
_ja_JP

SI-LinuxWeb
serverProcess
Monitor_ja_
JP

SI-LinuxWebse
rverProcessMo
nitor_ja_JP

SI-MSWindowsWebServer
RoleMonitor_ja_JP

SI-SunSolarisWebse
rverProcessMonitor
_ja_JP

プロセス /
サービス名 AIX　 HP-UX　 SLES　 RHEL　 MS Windows　 Solaris　
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1このポ リシーは、 AIX、 HP-UX、 Linux、 MS Windows、 SunSolaris の各オペレーティング システムでサポー

ト されます。 いずれのプラ ッ ト フォームでも、 このポ リシーを配布する場合は、事前に openssh パッケージを

インス トールして ください。

非グローバル ゾーンでサポート されないポ リシー

• SI-CPUSpikeCheck_ja_JP

• SI-PerNetIFInbyteBaseline-AT_ja_JP

• SI-PerNetIfoutbyteBaseline-AT_ja_JP

• Si-PerDiskAvgServiceTime-AT_ja_JP

• SI-PerDiskUtilization-AT_ja_JP

容量ポリシー

容量監視は、 要求に合ったサービス  レベルと コス トでパフォーマンスを提供するのに役立ちます。 容量監視

を行う こ とで、 IT インフラス ト ラ クチャの容量が進化するビジネス  ニーズに対応できるよ うにな り ます。 ま
た、 使用率が低いリ ソースや高いリ ソースを特定するのにも役立ちます。 一定の期間にわたってこれらの要

素を監視するこ とは、 IT リ ソースの使用率に対する影響を理解する上で役に立ちます。 システム リ ソースの

現在のパフォーマンス と履歴データを分析するこ とによって、 将来的なニーズを正確に予測するこ とができ

ます。 これらのポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Capacity]

Disk Capacity Monitor ポリシー

SI-DiskCapacityMonitor_ja_JP

最新の Solaris 用プロセス監視ポリシーは、非グローバル ゾーンに配布した場合、その時点で実行中のプロセ

ス数を正確に表示します。 ただし、グローバル ゾーンに配布する と、グローバル ゾーンと非グローバル ゾー

ンで実行中のすべてのプロセスに関する情報が表示されます。  したがって、グローバル ゾーンで実行される

プロセスを監視する場合、 非グローバルのプロセスも含めるよ うにしきい値を設定する必要があ り ます。 

影響:  現在の実装では、 グローバル ゾーン プロセスのみを監視したい場合でも、 非グローバル ゾーンのプ

ロセスからのアラートが送信されます。
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このポ リシーは、管理ノード上のディ スク  (論理ファイル システムと も呼びます) の容量パラ メータを監視し

ます。 このポ リシーは、 使用率や使用可能な空き容量をディ スクごとにチェッ ク します。 また、 Linux につい

ては、 Linux ノードの inode 使用率もチェッ ク します。 空き容量、 使用率、 inode 使用率が特定のしきい値を

超える と、 ポ リ シーは HPOM コンソールにアラート を送信します。

使用する メ ト リ ッ ク FS_MAX_SIZE 

FS_SPACE_USED 

FS_SPACE_UTIL 

FS_DIRNAME

FS_INODE_UTIL (Windows では使用できません)

サポート している

プラ ッ ト フォーム

Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

SpaceUtilCriticalThreshold このしきい値には、ディ スクの使用済み容量を指定します。 危険域メ ッ

セージを受信する基準となるしきい値を設定します。

SpaceUtilMajorThreshold 重要危険域メ ッセージを受信する基準となるしきい値を設定します。

SpaceUtilMinorThreshold 警戒域メ ッセージを受信する基準となるしきい値を設定します。

SpaceUtilWarningThreshold 注意域メ ッセージを受信する基準となるしきい値を設定します。

InodeUtilCriticalThreshold このしきい値は、 Linux システムでの inode 使用率をパーセンテージ (0
～100%) で指定します。 危険域メ ッセージを受信する基準となるし き

い値を設定します。

InodeUtilMajorThreshold ノードの使用済み容量の最小値にしきい値を設定します。 この値に達

する と、 重要警戒域メ ッセージが受信されます。

InodeUtilMinorThreshold 警戒域メ ッセージを受信する基準となるしきい値を設定します。

InodeUtilWarningThreshold 注意域メ ッセージを受信する基準となるしきい値を設定します。

FreeSpaceCriticalThreshold このしきい値には、ディ スク /ファ イル システムで使用可能な空き容量

(MB 単位) を指定します。 ディ ス クの空き容量の最小値にしきい値を

設定します。 しきい値を下回る と、 危険域メ ッセージが受信されます。

FreeSpaceMajorThreshold ディ スクの空き容量の最小値にしきい値を設定します。 しきい値を下

回る と、 重要警戒域メ ッセージが受信されます。

FreeSpaceMinorThreshold ディ スクの空き容量の最小値にしきい値を設定します。 しきい値を下

回る と、 警戒域メ ッセージが受信されます。
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管理ノード上のド ラ イブ/ファ イル システムに複数のしきい値を設定するこ とができます。 しきい値を複数

設定する場合には、 ポ リシー パラ メータをカンマで区切り ます。 次に、 いくつかの例を示します。

• FreeSpaceMinorThreshold 45

管理ノード上にあるすべてのディ ス ク /ファ イル システムについて、 45 MB をしきい値と して設定します。

ディ スク /ファ イル システムの空き容量がこのしきい値を下回る と、 ポ リ シーは重要度が警戒域のメ ッセー

ジを送信します。

• SpaceUtilCriticalThreshold /=65,95,c:=65

管理ノード上で、 '/ ' ド ラ イブと  'C:' ド ラ イブには 65%、 その他のド ライブ/ファ イル システムには 95% をし

きい値と して設定しています。 ディ スク /ファ イル システムの使用率がこのしきい値を超える と、ポ リ シーは

重要度が危険域のメ ッセージを送信します。

• InodeUtilCriticalThreshold /opt=85,/=88

'/opt' ド ラ イブには 85%、 '/ ' ド ラ イブには 88% をしきい値と して設定しています。 inode 使用率がこのしきい

値を超える と、 ポ リ シーは重要度が危険域のメ ッセージを送信します。 管理ノード上にある上記以外のド ラ

イブ/ファ イル システムには、 このポ リシーは適用されません。

• FreeSpaceMajorThreshold E:=200,256,F:=512,c:=1024,/=1024

管理ノード上で、 'E:' ド ラ イブには 200、 'F:' ド ラ イブには 512、 'C:' ド ラ イブには 1024、 '/ ' ド ラ イブには

1024、その他ド ライブには 256 をしきい値と して設定します。 空き容量がこのしきい値を下回る と、ポ リ シー

は重要警戒域メ ッセージを送信します。

• InodeUtilCriticalThreshold <null>

InodeUtilMajorThreshold <null>

InodeUtilMinorThreshold <null>

InodeUtilWarningThreshold <null>

この例では、 ド ライブ/ファ イル システムにしきい値が設定されていません。 このポ リシーは、管理ノード上

にあるすべてのド ライブ/ファ イル システムについて、 inode 使用率を監視しません。

Swap Capacity Monitor ポリシー

SI-SwapCapacityMonitor_ja_JP

FreeSpaceWarningThreshold ディ スクの空き容量の最小値にしきい値を設定します。 しきい値を下

回る と、 注意域メ ッセージが受信されます。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定します。 コ
ンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理ノードの ト

レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設定します。 詳細に

ついては、 「 ト レース」 を参照してください。
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このポ リシーは、 システム上のスワップ領域の使用率を監視します。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_SWAP_SPACE_AVAIL

GBL_SWAP_SPACE_UTIL

GBL_SWAP_SPACE_USED

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

SwapSpaceUtilCriticalThreshold このしきい値は、ノード上のスワップ領域の使用率をパーセ

ンテージ (0～100%) で指定します。 ディ スク上にある空きス

ワップ領域の最小値にしきい値を設定します。しきい値を下

回る と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

SwapSpaceUtilMajorThreshold ノード上の使用済みスワ ップ領域の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッ

セージが受信されます。

SwapSpaceUtilMinorThreshold ノード上の使用済み容量の最小値にしきい値を設定します。

この値に達する と、重要度が警戒域のメ ッセージが受信され

ます。

SwapSpaceUtilWarningThreshold ノード上の使用済み容量の最小値にしきい値を設定します。

この値に達する と、重要度が注意域のメ ッセージが受信され

ます。

FreeSwapSpaceAvailCriticalThreshold このしきい値には、 ディ スク /ファ イル システムで使用可能

な空きスワップ領域 (MB 単位) を指定します。 ディ スク上に

ある空き領域の最小値にしきい値を設定します。しきい値を

下回る と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

FreeSwapSpaceAvailMajorThreshold ディ ス ク上にある空きスワ ップ領域の最小値にしきい値を

設定します。 し きい値を下回る と、 重要度が重要警戒域の

メ ッセージが受信されます。

FreeSwapSpaceAvailMinorThreshold ディ ス ク上にある空きスワ ップ領域の最小値にしきい値を

設定します。 し きい値を下回る と、 重要度が警戒域のメ ッ

セージが受信されます。
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Memory Utilization Monitor ポリシー

SI-MemoryUtilization-AT_ja_JP

このポ リシーは、 オペレーティング システムによる全体的なメモ リ使用率を監視します。 自動しきい値決定

によ り、 前日のメモ リ使用率に基づいてしきい値が自動計算されます。 

このポ リシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

FreeSwapSpaceAvailWarningThreshold ディ ス ク上にある空きスワ ップ領域の最小値にしきい値を

設定します。 し きい値を下回る と、 重要度が注意域のメ ッ

セージが受信されます。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定

します。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには

1、管理ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録する

には 2 に設定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参照

してください。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_MEM_UTIL

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication ポ リ シーが管理コンソールに送信する メ ッセージを簡単に識

別できるよ うな値を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を Global と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

GBL_MEM_UTIL と して表示します。

BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ イン期間に

なり ます。 

MinimumValue メ ト リ ッ クが示すメモ リ消費量の最小値を表示します。 
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MaximumValue メ ト リ ッ クが示すメモ リ消費量の最大値を表示します。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。 

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、 WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソールに

送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Swap Utilization Monitor ポリシー

SI-SwapUtilization-AT_ja_JP

このポ リシーは、 管理ノードでシステムが使用する全体的なスワップ領域の使用率を監視します。 自動しき

い値決定によ り、 前日のスワップ領域の使用率に基づいてしきい値が自動計算されます。 

このポ リシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。

MemUtilCutOff メモ リ使用率の監視を停止する基準となる値を設定します。

DebugLevel ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_SWAP_SPACE_USED

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication ポ リ シーが管理コンソールに送信する メ ッセージを簡単に識

別できるよ うな値を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を Global と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

GBL_SWAP_SPACE_USED と して表示します。
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BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ イン期間に

なり ます。 

MinimumValue メ ト リ ッ クが示すスワップ領域使用量の最小値を表示します。 

MaximumValue メ ト リ ッ クが示すスワップ領域使用量の最大値を表示します。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、 WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。 

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソールに

送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Per CPU Utilization Monitor ポリシー

SI-PerCPUUtilization-AT_ja_JP

このポ リシーは、管理ノードに搭載されている各 CPU の使用率を監視します。 このポ リシーは、各収集間隔

について、CPU インスタンスを個別に処理します。 自動しきい値決定によ り、前日の CPU 使用率に基づいて

しきい値が自動計算されます。

このポリシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。

DebugLevel ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

SwapUtilCutOff スワップ使用率の監視を停止する基準となる値を設定します。

使用する メ ト リ ッ ク BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication SI-PerCPUUtilization-AT_ja_JP ポ リ シーが管理コンソールに送

信する メ ッセージを簡単に識別できるよ うに、 わかりやすい値

を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 
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DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を Global と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL と して表示します。

BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ イン期間に

なり ます。 

MinimumValue メ ト リ ッ クが示す CPU 消費率の最小値を表示します。 

MaximumValue メ ト リ ッ クが示す CPU 消費率の最大値を表示します。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、 WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソールに

送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Remote Drive Space Utilization Monitor ポリシー

SI-MSWindowsRemoteDriveSpaceUtilization_ja_JP

SI-MSWindowsRemoteDriveSpaceUtilization_ja_JP ポ リ シーは、 Microsoft Windows プラ ッ ト フォーム上にある

リモート  ド ラ イブの容量の使用率レベルを監視します。 このポ リ シーのデフォル トのポ リ シー グループは

以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Capacity] → 
[Windows]

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。

DebugLevel ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

CPUUtilCutOff CPU 使用率の監視を停止する基準とする値を設定します。

ソース  タイプ WMI

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

スク リプ ト  パラ メータ 説明

SpaceUtilCriticalThreshold このしきい値には、 監視対象の リモート  ド ラ イブの容量の使用率

をパーセンテージ (0～100%) で指定します。 ド ラ イブ上にある空き

領域の最小値にしきい値を設定します。 この値に達する と、重要度

が危険域のメ ッセージが受信されます。

SpaceUtilMajorThreshold ド ラ イブ上にある空き領域の最小値にしきい値を設定します。この

値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。
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NFS ファイル システム用の Remote Drive Space Utilization Monitor ポリシー

SI-LinuxNfsUtilizationMonitor_ja_JP

SI-LinuxNfsUtilizationMonitor_ja_JP ポ リシーは、 Linux プラ ッ ト フォーム上にある  NFS リモート  ファ イル シ
ステムの容量の使用率レベルを監視します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおり

です。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Capacity] → [Linux]

SpaceUtilMinorThreshold ド ラ イブ上にある空き領域の最小値にしきい値を設定します。この

値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

SpaceUtilWarningThreshold ド ラ イブ上にある空き領域の最小値にしきい値を設定します設定

します。 この値に達する と、重要度が注意域のメ ッセージが受信さ

れます。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定します。

コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、管理ノードの

ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設定します。

詳細については、 「 ト レース」 を参照してください。 

AssignMessageToRemoteHost アラート  メ ッセージの送信元を リモート  ホス ト と して表示するに

は、 この値を 「1」 に設定します。 デフォル ト では、 メ ッセージは

メ ッセージの送信元の管理ノードに割り当てられます。

サポート しているプラ ッ ト フォーム Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

スク リプ ト  パラ メータ 説明

SpaceUtilCriticalThreshold このしきい値には、 監視対象のリモート  ファ イルシステムの容

量の使用率をパーセンテージ (0～100%) で指定します。 ファ イ

ルシステム上にある空き領域の最小値にし きい値を設定し ま

す。 この値に達する と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信さ

れます。

SpaceUtilMajorThreshold ファ イルシステム上にある空き領域の最小値にしきい値を設定

します。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージ

が受信されます。

SpaceUtilMinorThreshold ファ イルシステム上にある空き領域の最小値にしきい値を設定

します。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受

信されます。

SpaceUtilWarningThreshold ファ イルシステム上にある空き領域の最小値にしきい値を設定

します。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受

信されます。

NfsFileSystemType 容量の使用率を監視する対象となるファ イルシステムのタイプ

を指定します。 たとえば、 NFS と指定する と、 すべての NFS リ
モート  ファ イルシステムが容量使用率監視の対象になり ます。
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CIFS ファイル システム用の Remote Drive Space Utilization Monitor ポリシー

SI-LinuxCifsUtilizationMonitor_ja_JP

SI-LinuxCifsUtilizationMonitor_ja_JP ポ リシーは、Linux プラ ッ ト フォーム上にある  CIFS リモート  ファ イルシ

ステムの容量の使用率レベルを監視します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおり

です。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Capacity] → [Linux]

AssignMessageToRemoteHost アラート  メ ッセージの送信元を リモート  ホス ト と して表示する

には、 この値を 「1」 に設定します。 デフォルトでは、 メ ッセー

ジはメ ッセージの送信元の管理ノードに割り当てられます。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設

定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参照してください。 

サポート しているプラ ッ ト フォーム Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

スク リプ ト  パラ メータ 説明

SpaceUtilCriticalThreshold このしきい値には、 監視対象のリモート  ファ イルシステムの容

量の使用率をパーセンテージ (0～100%) で指定します。 ファ イ

ルシステム上にある空き領域の最小値にし きい値を設定しま

す。 この値に達する と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信さ

れます。

SpaceUtilMajorThreshold ファ イルシステム上にある空き領域の最小値にしきい値を設定

します。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージ

が受信されます。

SpaceUtilMinorThreshold ファ イルシステム上にある空き領域の最小値にしきい値を設定

します。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受

信されます。

SpaceUtilWarningThreshold ファ イルシステム上にある空き領域の最小値にしきい値を設定

します。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受

信されます。

CifsFileSystemType 容量の使用率を監視する対象となるファ イルシステムのタイプ

を指定します。 たとえば、CIFS と指定する と、すべての CIFS リ
モー ト  ファ イルシステムが容量使用率監視の対象にな り ます。

このポ リシーで監視できるファ イルシステムのタイプは、cifs と
smb です。 
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Paged and Nonpaged Pool Utilization ポリシー

SI-MSWindowsPagedPoolUtilization_ja_JP と  SI-MSWindowsNonPagedPoolUtilization_ja_JP

SI-MSWindowsPagedPoolUtilization_ja_JP ポ リシーは、レジス ト リ  データがページング ファ イルに書き込まれ

る と きのメモ リ を監視します。 SI-MSWindowsNonPagedPoolUtilization_ja_JP ポ リ シーは、 システムがページ

フォル ト を処理できないと きにデータを格納する メモ リ を監視します。 このポ リ シーのデフォル ト のポ リ

シー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Capacity] → 
[Windows]

AssignMessageToRemoteHost アラー ト  メ ッセージの送信元を リ モー ト  ホス ト と して表示す

るには、この値を 「1」 に設定します。 デフォルトでは、 メ ッセー

ジはメ ッセージの送信元の管理ノードに割り当てられます。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

使用する メ ト リ ッ ク GBL_MEM_PAGED_POOL_BYTES

GBL_MEM_NONPAGED_POOL_BYTES

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

スク リプ ト  パラ メータ 説明

BaselinePeriod ベースライン期間と して定義する時間を入力します (例: 900 秒)。
現在の時間から遡って、この期間が現在の基準と して使用されま

す。 過去 900 秒が現在のベースライン期間になり ます。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシーは

HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 このパラ

メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、

この値を 4.5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシーは

HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 このパラ

メータには、WarningDeviations に指定した値よ り大きい適切な値

を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を  5.5 に設

定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシーは

HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、MinorDeviations に指定した値よ り大きい適切な

値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を  7.5 に
設定します。
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ログ ポリシー

Systems Infrastructure SPI では、管理ノードの重要なログを監視するために、 ログファ イル ポ リ シーが用意さ

れています。 これらのポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Logs]

Linux システム サービス ログファイル ポリシー

Linux システム サービス  ログファ イル ポ リシーは、Red Hat および Suse Enterprise Linux エディシ ョ ンの重要

なシステム サービス  ログを監視します。 これらのポ リ シーのデフォル トのポ リ シー グループは以下のとお

りです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Logs] → [Linux]

Boot Log ポリシー

SI-LinuxBootLog_ja_JP

このポ リ シーは、 ブート  ログファ イルである  /var/log/boot.log と、 システム ブート  エラー発生時

のアラート を監視します。 デフォルトのポーリ ング間隔は 5 分です。 

このポ リシーは、 以下の条件をチェッ ク します。

Secure Log ポリシー

SI-LinuxSecureLog_ja_JP

このポ リ シーは、 /var/log/secure および /var/log/messages 内のログ ファ イルと、 セキュ リ

テ ィで保護されたログインでのエラー発生時のアラート を監視します デフォル トのポーリ ング間隔は 5 分
です。 

条件 説明

サービスの起動に失敗 ブート  ログ ファ イルに [<*> <@.service>: <@.daemon>
の起動に失敗] のパターンと一致するエラー条件があるかど う

かをチェッ ク します。 一致が見つかった場合、 適切なメ ッセー

ジ属性と共に重要度が警戒域のメ ッセージが HPOM コンソー

ルに送信されます。 

サービスの失敗 ログ ファ イルに、 [<*> <@.service>: <*.msg> に失敗]
のパターン と一致するエラー条件があるかど う かをチェ ッ ク

します。 一致が見つかった場合、 適切なメ ッセージ属性と共に

重要度が危険域のメ ッセージが HPOM コンソールに送信され

ます。
36 第 4 章



このポ リシーは、 以下の条件をチェッ ク します。 

Kernel Log ポリシー

SI-LinuxKernelLog_ja_JP

このポ リシーは、カーネル ログ ファイルである  /var/log/messages と、カーネル サービスでのエラー

発生時のアラート を監視します。 デフォルトのポーリ ング間隔は 5 分です。 

このポ リシーは、 以下の条件をチェッ ク します。 

Windows システム サービス ログファイル ポリシー

Windows Server logfile ポ リ シーは、 Microsoft Windows 2008 以降のバージ ョ ンで使用される重要なシステム

サービス  ログを監視します。 これらのポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Logs] → 
[MS Windows Server]

NFS Log ポリシー

SI-MSWindowsServer_NFSWarnError_ja_JP

このポ リシーは、 NFS サーバー プロセスの NFS ログ ファ イルを監視し、 エラーのログ エン ト リ を、 注意域

またはエラーの重要度レベルで HPOM コンソールに転送します。 デフォルトのポーリ ング間隔は 1 分です。

このポ リシーは、 NTF ログ ファ イルに記録されている以下のエラーを検索します。

• 空き領域が不足しているため、 NFS サーバーは、 監査の記録を停止しました

• 監査ログが最大ファイル サイズに達しました

• NFS サーバーは、 RPC ポート  マッパーに登録できませんでした

• サーバーはフェーズ 2 の初期化中に NFS ド ラ イバからエラーを受信しました

条件 説明

認証の失敗 セキュ リ テ ィで保護されたログインのログ ファ イルに、 [<*>
sshd\[<#>\]: <*.host> ポー ト  <#> ssh2 からの

<@.user> のパス ワード が失敗] のパターン と一致するエ

ラー条件があるかど うかをチェッ ク します。 一致が見つかった

場合、 適切なメ ッセージ属性と共に重要度が警戒域のメ ッセー

ジが HPOM コンソールに送信されます。 

条件 説明

カーネル サービスの失敗 カーネル ログ ファ イルに、 [<*> kernel: <@.service>:
<*.msg> が失敗] のパターンと一致するエラー条件があるか

ど う かチェ ッ ク し ます。 一致が見つかった場合、 適切な メ ッ

セージ属性と共に重要度が警戒域のメ ッセージが HPOM コン

ソールに送信されます。 
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DNS Log ポリシー

SI-MSWindowsServer_DNSWarnError_ja_JP

このポ リシーは、 Microsoft DNS サーバー サービスと関連プロセスのログ ファ イルを監視し、 エラーのログ

エン ト リ を、注意域またはエラーの重要度レベルで HPOM コンソールに転送します。 デフォルトのポーリ ン

グ間隔は 1 分です。 このポ リシーは、 DNS ログ ファイルに記録されている以下のエラーを検索します。

• DNS サーバーは、 リ ソース  レコード用にメモ リ を割り当てるこ とができませんでした

• DNS サーバーは、 利用可能なメモ リが不足していたためク ライアン ト要求を処理できませんでした

• DNS サーバーは、 ゾーン転送スレッ ドを作成できませんでした

• DNS サーバーにファイル書き込みエラーが発生しました

• DNS サーバーは、 リモート  プロシージャ  コール (RPC) サービスを初期化できませんでした

Windows Logon ポリシー

SI-MSWindowsServer_WindowsLogonWarnError_ja_JP 

このポ リ シーは、 Windows ログオンおよび初期化のイベン ト  ログを監視し、 エラーのログ エン ト リ を、 注

意域またはエラーの重要度レベルで HPOM コンソールに転送します。 デフォル ト のポーリ ング間隔は 1 分
です。 このポ リシーは、 Windows ログ ファ イルに記録されている以下のエラーを検索します。

• Windows のライセンスが無効です

• Windows のライセンス認証の手続きが失敗しました

• Windows のログオン プロセスによって、 デスク ト ップを切り替えるこ とができませんでした

• Windows のログオン プロセスは予期しない原因によ り終了しました

• Windows のログオン プロセスは、 ユーザー アプリ ケーシ ョ ンを起動できませんでした

• Windows のログオン プロセスは、 現在ログオンしているユーザーのプロセスを終了できませんでした

• Windows のログオン プロセスは、 ユーザー セッシ ョ ンを切断できませんでした

Terminal Service Log ポリシー

SI-MSWindowsServer_TerminalServiceWarnError_ja_JP 

このポ リシーは、 Windows ターミナル サービス と関連プロセスのログ ファ イルを監視し、 エラーのログ エ
ン ト リ を、注意域またはエラーの重要度レベルで HPOM コンソールに転送します。 デフォルトのポーリ ング

間隔は 1 分です。 このポ リシーは、 Windows Terminal サービス  ログ ファ イルに記録されている以下のエラー

を検索します。

• ターミナル サーバーは現在接続を受け入れないよ うに構成されているため、接続要求が拒否されました

• 認証に失敗したため、 ユーザーをセッシ ョ ンに再接続できませんでした

• ターミナル サービスの起動に失敗しました

• ターミナル サーバーは多数の不完全な接続を受信しました
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Windows Server DHCP エラー

SI-MSWindowsServer_DHCPWarnError_ja_JP 

このポ リシーは、 DHCP サーバーおよびク ライアン ト  サービス、関連プロセスのログ ファイルを監視し、エ

ラーのログ エン ト リ を、注意域またはエラーの重要度で HPOM コンソールに転送します。 デフォルトのポー

リ ング間隔は 1 分です。 このポ リシーは、 Windows Terminal サービス  ログ ファ イルに記録されている以下の

エラーを検索します。

• Iashlpr が NPS サービスと通信できません

• スコープまたはスーパースコープの BOOTP ク ライアン トに使用できる  IP アドレスはあ り ません

• DHCP サーバーが、 ク ライアン トの NAP アクセス状態を判定するために NPS サーバーにアクセスでき

ません

• スコープまたはスーパースコープ "%1" のリースに使用できる  IP アドレスはあ り ません

• ローカル コンピューターの DHCP/BINL サービスは、 起動権限がないと判断しました

• DHCP サービスは監査ログを初期化できませんでした

• このワークグループ サーバーの DHCP/BINL サービスは、次の IP アド レスの別のサーバーを検出しました

• DHCP サービスはレジス ト リ構成の復元に失敗しました

• DHCP サービスはレジス ト リからグローバル BOOTP ファ イル名を読み取るこ とができませんでした

• アクティブなインターフェイスがないため、 DHCP サービスはク ライアン トにサービスを提供していま

せん

• DHCP サーバーにバインド された静的 IP アドレスがあ り ません

• DHCP サーバー サービスがサービス  コン ト ローラーへの登録に失敗しました

• DHCP サーバー サービスがレジス ト リ  パラ メータの初期化に失敗しました

AIX システム ログファイル監視ポリシー

AIX システム ログファ イル監視ポリシーは、 重大なシステム障害を監視します。 これらのポ リ シーのデフォ

ルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Logs] → [AIX]

ERRPT Log Monitoring ポリシー

SI-AIXErrptLog_ja_JP

「errpt」 コマンドの出力は、 errpt.log という名前のファイルにシステム エラーと して保存されます。 このメ ッ

セージは、 警告メ ッセージと して表示されます。 この警告には、 エラー コード、 ク ラス、 機能停止が含まれ

ます。
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パフォーマンス ポリシー

パフォーマンス監視によ り、 パフォーマンス低下を阻止したり、 インフラス ト ラ クチャの問題によってサー

ビス品質が低下する可能性がある状況を特定できます。 収集したパフォーマンス  データを元に、 サーバー、

オペレーティング システム、ネッ ト ワーク  デバイス、アプリ ケーシ ョ ンなどインフラス ト ラ クチャ全体で発

生しているイベン ト との相関関係を把握するこ とによって、 パフォーマンスの問題の根本原因を解消または

特定するこ とができます。

これらのポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Performance]

Disk Performance ポリシー

SI-PerDiskAvgServiceTime-AT_ja_JP

このポ リシーは、管理ノード上のディ スク  パフォーマンスを監視し、ディ スクの書き込みと読み取りサービ

ス時間がしきい値に違反している場合、アラート を送信します。 このポ リシーを使用するためには、管理ノー

ドでパフォーマンス  エージェン ト を実行する必要があ り ます。

こ のポ リ シーは履歴データに依存し ます。 正確な値を計算する ためには、 HP Embedded Performance
Component (EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

使用する メ ト リ ッ ク BYDSK_AVG_SERVICE_TIME

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication SI-PerDiskAvgServiceTime-AT_ja_JP ポ リ シーが管理コンソー

ルに送信する メ ッセージを簡単に識別できるよ うに、 わか

りやすい値を指定してください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名

を SCOPE と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ

ク ト名を DISK と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

BYDSK_AVG_SERVICE_TIME と して表示します。

BaselinePeriod ベース ラ イン期間と して定義する時間を入力し ます (例:
3600 秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と

して使用されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ

イン期間になり ます。 
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MinimumValue 書き込みまたは読み取りのディ スク要求の処理にかかった

平均時間について、 メ ト リ ッ クが示す最小値を表示します。

MaximumValue 書き込みまたは読み取りのディ スク要求の処理にかかった

平均時間について、 メ ト リ ッ クが示す最大値を表示します。

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リ

シーは HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信しま

す。 このパラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リ

シーは HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信しま

す。 このパラ メータには、WarningDeviations に指定した値よ

り大きい適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リ

シーは HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信し

ます。 このパラ メータには、MinorDeviations に指定した値よ

り大きい適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達し た、 または

WarningDeviations で指定した値だけ上回った場合に、HPOM
コンソールに送信する警告メ ッセージの重要度を表示しま

す。 パラ メータを無効にするには、 この値を  none に設定し

ます。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達し た、 または

MinorDeviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM
コンソールに送信する警告メ ッセージの重要度を表示しま

す。 パラ メータを無効にするには、 この値を  none に設定し

ます。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達し た、 または

MajorDeviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コ
ンソールに送信される警告メ ッセージの重要度を表示しま

す。 パラ メータを無効にするには、 この値を  none に設定し

ます。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達し た、 または

WarningDeviations で指定した値だけ下回った場合に、HPOM
コンソールに送信される警告メ ッセージの重要度を表示し

ます。 パラ メータを無効にするには、 この値を none に設定

します。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達し た、 または

MinorDeviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM
コンソールに送信する警告メ ッセージの重要度を表示しま

す。 パラ メータを無効にするには、 この値を  none に設定し

ます。
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Global CPU Utilization Monitor ポリシー

SI-GlobalCPUUtilization-AT_ja_JP

このポ リ シーは、 管理ノード上の CPU のパフォーマンスを監視し、 すべての CPU の使用率がしきい値に違

反している場合、 アラート を送信します。

このポリシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達し た、 または

MajorDeviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM
コンソールに送信する警告メ ッセージの重要度を表示しま

す。 パラ メータを無効にするには、 この値を  none に設定し

ます。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。

DebugLevel ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定

します。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには

1、 管理ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録す

るには 2 に設定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参

照して ください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

DiskIOCutOff ディ スクの書き込みまたは読み取りサービス時間の監視を

停止する基準となる値を設定します。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_CPU_TOTAL_UTIL

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication SI-GlobalCPUUtilization-AT_ja_JP ポ リ シーが管理コンソールに

送信する メ ッセージを簡単に識別できるよ うに、わかりやすい

値を指定してください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を GLOBAL と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

GBL_CPU_TOTAL_UTIL と して表示します。
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BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースライン期間に

なり ます。 

MinimumValue CPU がアイ ドル以外の状態だった時間の比率について、 メ ト

リ ッ クが示す最小値を表示します。

MaximumValue CPU がアイ ドル以外の状態だった時間の比率について、 メ ト

リ ッ クが示す最大値を表示します。

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にす

るには、 この値を 5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソール

に送信される警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Run Queue Length Monitor ポリシー

SI-RunQueueLengthMonitor-AT_ja_JP

このポ リシーは、 CPU の実行キューで待機するプロセスの数を監視し、実行キュー内のプロセス数がしきい

値に違反している場合、 アラート を送信します。

このポリシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。

DebugLevel ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定し

ます。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、管
理ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2
に設定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参照して くだ

さい。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_RUN_QUEUE

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication このポ リ シーが管理コンソールに送信する メ ッセージを選択

する際に、 わかりやすい値を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェク

ト名を GLOBAL と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

GBL_RUN_QUEUE と して表示します。
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BaselinePeriod ベースライン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使

用されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースライン期間

になり ます。 

MinimumValue 所定の期間内に実行キューで待機したスレッ ド /プロセスの平

均数について、 メ ト リ ッ クが示す最小値を表示します。

MaximumValue 所定の期間内に実行キューで待機したスレッ ド /プロセスの平

均数について、 メ ト リ ッ クが示す最大値を表示します。

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にす

るには、 この値を  5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大き

い適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、この

値を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソール

に送信される警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Network Usage and Performance ポリシー

SI-NetworkUsageAndPerformance_ja_JP

このポ リシーは、 システムのネッ ト ワーク使用率を監視し、 エラー率と競合を表示するこ とによって、 潜在

的なネッ ト ワーク  ボ トルネッ クを特定します。 

Windows オペレーティ ング システムでは、 BYNETIF_COLLISION メ ト リ ッ クを使用できないため、 このポ

リシーでパッケージ競合に関するパフォーマンス  データを監視するこ とはできません。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示し ます。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。

DebugLevel ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定し

ます。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、管
理ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2
に設定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参照して くだ

さい。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

このポ リ シーで使用する  BYNETIF_UTIL メ ト リ ッ ク と  BYNETIF_QUEUE メ ト リ ッ クを参照するため

には、 管理ノード上で HP パフォーマンス  エージェン ト を実行する必要があ り ます。
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使用する メ ト リ ッ ク BYNETIF_IN_PACKET

BYNETIF_ID

BYNETIF_OUT_PACKET

BYNETIF_ERROR

BYNETIF_COLLISION

BYNETIF_OUT_BYTE_RATE

BYNETIF_IN_BYTE_RATE

BYNETIF_UTIL

BYNETIF_QUEUE

BYNETIF_NAME

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータは、 各パラ メータの説明で特に指定が

ない場合、 上記のプラ ッ ト フォームすべてで使用できます。

スク リプ ト  パラ メータ 説明

NICByteRateCriticalThreshold このパラ メータは、1 秒あたりの転送バイ ト数の平均値を監視

し、この値がしきい値を超えた場合は、重要度が危険域のメ ッ

セージを送信します。 メ ッセージを受信する基準となるし き

い値を設定できます。

NICByteRateMajorThreshold 1 秒あた りに転送される平均バイ ト数にしきい値を設定しま

す。この値に達する と、重要度が重要警戒域のメ ッセージが受

信されます。

NICByteRateMinorThreshold 1 秒あた りに転送される平均バイ ト数にしきい値を設定しま

す。この値に達する と、重要度が警戒域のメ ッセージが受信さ

れます。

NICByteRateWarningThreshold 1 秒あた りに転送される平均バイ ト数にしきい値を設定しま

す。この値に達する と、重要度が注意域のメ ッセージが受信さ

れます。

NICErrPktRatePctCriticalThreshold パケッ ト  エラー率とは、 送信に失敗したパケッ ト数を、 送信

パケッ ト の総数に対する比率 (パーセン ト ) で示したもので

す。 このパラ メータは、パケッ ト  エラー率を監視し、この値が

しきい値を超えた場合は、重要度が危険域のメ ッセージを送信

します。

NICErrPktRatePctMajorThreshold パケッ ト  エラー率にしきい値を設定します。 この値に達する

と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。
Systems Infrastructure SPI のポリシーとツール 47



NICErrPktRatePctMinorThreshold パケッ ト  エラー率にしきい値を設定します。 この値に達する

と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

NICErrPktRatePctWarningThreshold パケッ ト  エラー率にしきい値を設定します。 この値に達する

と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

NICCollisionRatePctCriticalThreshold このパラ メータは、送信パケッ トの総数に対する競合パケッ ト

の比率 (パーセンテージ ) を監視します。 競合エラー率にしき

い値を設定します。この値に達する と、重要度が危険域のメ ッ

セージが受信されます。 

このパラ メータは、 Windows では使用できません。 

NICCollisionRatePctMajorThreshold 競合エラー率にしきい値を設定します。この値に達する と、重

要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows では使用できません。

NICCollisionRatePctMinorThreshold 競合エラー率にしきい値を設定する と、しきい値に達した時点

で、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows では使用できません。

NICCollisionRatePctWarningThreshold 競合エラー率にしきい値を設定します。この値に達する と、重

要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows では使用できません。

NICOutBoundQueueLengthCriticalThreshold このパラ メータは、 すべてのネッ ト ワーク  インターフェイス

を対象に、送信キュー内で待機するパケッ ト数を示します。 送
信キューの長さにしきい値を設定する と、このしきい値に達し

た時点で、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX と  Windows では使用できません。

NICOutBoundQueueLengthMajorThreshold 送信キューの長さにしきい値を設定します。 この値に達する

と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX と  Windows では使用できません。

NICOutBoundQueueLengthMinorThreshold 送信キューの長さにしきい値を設定します。 この値に達する

と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX と  Windows では使用できません。

NICOutBoundQueueLengthWarningThreshold 送信キューの長さにしきい値を設定する と、しきい値に達した

時点で、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX と  Windows では使用できません。
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Memory Bottleneck Diagnosis ポリシー

SI-MemoryBottleneckDiagnosis_ja_JP

このポ リ シーは、 物理メモ リの使用率とボ トルネッ クを監視します。 メモ リ使用率が高く、 使用可能なメモ

リ容量が非常に少なくなる と、 メモ リ  ボ トルネッ クが発生します。 メモ リ  ボ トルネッ クが発生する と、 シス

テムの処理速度が低下し、 全体的なパフォーマンスに影響を与えます。 メモ リ使用率が高くなる と、 ページ

アウ トが過剰に発生したり、 ページ スキャン率、 スワ ップ アウ ト  バイ ト率、 ページ要求率が高くなってし

まい、 最終的にはシステム速度の低下につながり ます。

このポ リシーは、 メモ リ  ボ トルネッ クのしきい値に違反していないかをチェッ ク し、 違反がない場合は、 メ

モ リ使用率のしきい値に違反していないかをチェッ ク します。 メモ リ  ボ トルネッ ク と メモ リ使用率のいずれ

にも問題がない場合、 空きページ テーブルの状態をチェッ ク します。 空きページ テーブルのしきい値には、

Microsoft が推奨する  Windows システム向けの値がデフォル ト で設定されています。 メモ リの使用に関する

しきい値のうち、複数に違反している場合には、適切なメ ッセージ属性のメ ッセージが HPOM コンソールに

送信されます。 送付されたメ ッセージには、 メモ リ を占有している上位 10 のプロセスが表示されます。 

NICBandwidthUtilCriticalThreshold このパラ メータは、使用可能な総帯域幅に対する使用済み帯域

幅の比率 (パーセンテージ ) を示します。 帯域幅の使用率にし

きい値を設定する と、 このしきい値に達した時点で、重要度が

危険域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX、 AIX、 Windows で使用できます。

NICBandwidthUtilMajorThreshold 帯域幅の使用率にしきい値を設定します。 この値に達する と、

重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、HP-UX、AIX、Windows のみで使用できます。

NICBandwidthUtilMinorThreshold 帯域幅の使用率にしきい値を設定します。 この値に達する と、

重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX、 AIX、 Windows で使用できます。

NICBandwidthUtilWarningThreshold 帯域幅の使用率にしきい値を設定します。 この値に達する と、

重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 HP-UX、 AIX、 Windows で使用できます。

MessageGroup このポ リ シーによって管理コンソールに送信される メ ッセー

ジを特定できるよ うに、 わかりやすい値を指定してください。

しきい値の違反が発生する と、 このポ リシーは、パラ メータの

値をメ ッセージに付加してから管理コンソールに送信します。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定し

ます。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、管
理ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2
に設定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参照して くだ

さい。
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メモ リ  ボ トルネッ クのチェッ クに使用される各種メ ト リ ッ クは、プラ ッ ト フォームごとに異なるしきい値の

値を使用します。 各プラ ッ ト フォームで適正なしきい値を使用するために、 管理ノードにしきい値の無効化

ポリシーを配布します。 

ThresholdOverrides_Linux は、 Linux プラ ッ ト フォーム上で、 メモ リ  メ ト リ ッ クに対して適切なしきい値を

定義します。

ThresholdOverrides_Windows は、 Windows プラ ッ ト フォーム上で、 メモ リ  メ ト リ ッ クに対して適切なしき

い値を定義します。

このポ リシーで使用する  GBL_MEM_PAGE_REQUEST_RATE メ ト リ ッ ク と  GBL_MEM_CACHE_FLUSH_
RATE メ ト リ ッ クを参照するためには、 管理ノード上で HP パフォーマンス  エージェン ト を実行する必

要があ り ます。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_MEM_UTIL

GBL_MEM_PAGEOUT_RATE 

GBL_MEM_PAGEOUT_BYTE_RATE 

GBL_MEM_PAGE_REQUEST_RATE 

GBL_MEM_CACHE_FLUSH_RATE 

GBL_MEM_PG_SCAN_RATE 

GBL_MEM_PHYS

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MemPageOutRateCriticalThreshold このしきい値には、 物理メモ リからスワ ップアウ ト された 1 秒
あた りの総ページ数で指定します。 スワ ップアウ ト されたペー

ジ数にしきい値を設定します。 この値に達する と、 重要度が危

険域のメ ッセージが受信されます。

MemPageOutRateMajorThreshold スワ ップアウ ト されたページ数にしきい値を設定します。 この

しきい値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信

されます。

MemPageOutRateMinorThreshold スワ ップアウ ト されたページ数にしきい値を設定します。 この

値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

MemPageOutRateWarningThreshold スワ ップアウ ト されたページ数にしきい値を設定します。 この

値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。
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MemUtilCriticalThreshold このし きい値には、 ノード上の物理メモ リ使用率をパーセン

テージ (0～100%) で指定します。 ディ スクの使用済みメモ リ容

量の最小値にしきい値を設定します。 この値に達する と、 重要

度が危険域のメ ッセージが受信されます。

MemUtilMajorThreshold ノードの使用済みメモ リ容量の最小値にし きい値を設定しま

す。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受

信されます。

MemUtilMinorThreshold ノード上の使用済みメモ リ容量の最小値にしきい値を設定しま

す。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信さ

れます。

MemUtilWarningThreshold ノード上の使用済みメモ リ容量の最小値にしきい値を設定しま

す。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信さ

れます。

MemPageScanRateCriticalThreshold このしきい値には、 物理メモ リからディ スクへスワ ップインさ

れた 1 秒あた りの総ページ数で指定します。 スワ ップインされ

たページ数にしきい値を設定します。 この値に達する と、 重要

度が危険域のメ ッセージが受信されます。

MemPageScanRateMajorThreshold スワ ップインされたページ数にしきい値を設定します。 この値

に達する と、重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

MemPageScanRateMinorThreshold スワ ップインされたページ数にしきい値を設定します。 この値

に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

MemPageScanRateWarningThreshold スワ ップインされたページ数にしきい値を設定します。 この値

に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

MemPageReqRateHighThreshold 1 秒あた りに発生したディ スクからのページ要求数にしきい値

を設定します。 

MemCacheFlushRateHighThreshold キャ ッシュ  フラ ッシュ率にしきい値を設定します。 この値に達

する と、ファ イル システム キャ ッシュがデータをディ スクにフ

ラ ッシュします。

FreeMemAvailCriticalThreshold このしきい値には、ディ スク /ファ イル システムで使用可能な空

き物理メモ リ容量 (MB 単位) を指定します。 ディ スク上にある

空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定します。 この値に達

する と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

FreeMemAvailMajorThreshold ディ スク上にある空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定し

ます。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが

受信されます。

FreeMemAvailMinorThreshold ディ スク上にある空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定し

ます。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信

されます。

FreeMemAvailWarningThreshold ディ スク上にある空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定し

ます。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信

されます。
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MemSwapoutByteRateCriticalThreshold このしきい値は、 ページアウ ト  デーモンが 1 秒あたりにスキャ

ンするページ数 (MB 単位) で指定します。 ディ スク上にある空

き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定します。 この値に達す

る と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

MemSwapoutByteRateMajorThreshold ディ スク上にある空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定し

ます。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが

受信されます。

MemSwapoutByteRateMinorThreshold ディ スク上にある空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定し

ます。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信

されます。

MemSwapoutByteRateWarningThreshold ディ スク上にある空き メモ リ容量の最小値にしきい値を設定し

ます。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信

されます。

FreePageTableCriticalThreshold このしきい値には、 システムで使用可能な空きページ テーブル

の数を指定します。 ディ スク上にある空きページ テーブル エン

ト リ数の最小値にしきい値を設定します。 このしきい値に達す

る と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows のみで使用できます。

FreePageTableMajorThreshold ディ ス ク上にある空きページ テーブル エン ト リ数の最小値に

しきい値を設定します。 この値に達する と、 重要度が重要警戒

域のメ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows のみで使用できます。

FreePageTableMinorThreshold ディ ス ク上にある空きページ テーブル エン ト リ数の最小値に

しきい値を設定します。 この値に達する と、 重要度が警戒域の

メ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows のみで使用できます。

FreePageTableWarningThreshold ディ ス ク上にある空きページ テーブル エン ト リ数の最小値に

しきい値を設定します。 この値に達する と、 重要度が注意域の

メ ッセージが受信されます。

このパラ メータは、 Windows のみで使用できます。

MessageGroup このポ リ シーによって管理コンソールに送信される メ ッセージ

を特定できるよ うに、 わかりやすい値を指定して ください。 し
きい値の違反が発生する と、 このポ リ シーは、 パラ メータの値

を メ ッセージに付加してから管理コンソールに送信します。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」 を参照してください。
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CPU Spike Check ポリシー

SI-CPUSpikeCheck_ja_JP

これは、 プロセッサのパフォーマンスを監視するポ リシーです。 CPU スパイク とは、 CPU 使用率が急増した

直後に低減する現象です。 SI-CPUSpikeCheck_ja_JP ポ リシーは、システム モードでの CPU ビジー時間あたり

の CPU スパイク、 ユーザー モードでの CPU ビジー時間あたりの CPU スパイク、 CPU ごとの総ビジー時間

を監視します。

使用する メ ト リ ッ ク BYCPU_CPU_USER_MODE_UTIL

BYCPU_CPU_SYS_MODE_UTIL

BYCPU_ID

BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

CpuUtilCriticalThreshold このしきい値は、CPU がビジー状態の CPU 時間の合計で指定し

ます。 つま り、 CPU 使用時間の合計です。 これには、 ユーザー

モード とシステム モードで CPU を使用した時間の合計が含ま

れます。 CPU の総使用時間の最小値にしきい値を設定します。こ

の値に達する と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

CpuUtilMajorThreshold CPU の総使用時間の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

CpuUtilMinorThreshold CPU の総使用時間の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

CpuUtilWarningThreshold CPU の総使用時間の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

CpuUtilUsermodeCriticalThreshold このしきい値は、 CPU がユーザー モードでビジー状態のと きの

CPU 時間の比率をパーセンテージ (0～100%) で指定し ます。

CPU のビジー時間の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

CpuUtilUsermodeMajorThreshold ユーザー モードでの CPU ビジー時間の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセー

ジが受信されます。

CpuUtilUsermodeMinorThreshold ユーザー モードでの CPU ビジー時間の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが

受信されます。

CpuUtilUsermodeWarningThreshold ユーザー モードでの CPU ビジー時間の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが

受信されます。
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CPU Bottleneck Diagnosis ポリシー

SI-CPUBottleneckDiagnosis_ja_JP

このポ リシーは、CPU 使用率、プロセッサ キューの長さ、システムに搭載されている  CPU の総数、オペレー

ティング システムに関するしきい値の超過など、 CPU のボ トルネッ クを検出します。

CpuUtilSysmodeCriticalThreshold このしきい値には、 CPU がシステム モードでビジー状態のと き

の CPU 時間の比率をパーセンテージ (0～100%) で指定します。

CPU のビジー時間の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が危険域のメ ッセージが受信されます。

CpuUtilSysmodeMajorThreshold システム モードでの CPU ビジー時間の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセー

ジが受信されます。

CpuUtilSysmodeMinorThreshold システム モードでの CPU ビジー時間の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが

受信されます。

CpuUtilSysmodeWarningThreshold システム モードでの CPU ビジー時間の最小値にしきい値を設

定します。 この値に達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが

受信されます。

InterruptRateCriticalThreshold このしきい値は、 サンプ リ ング期間内に発生した 1 秒あた りの

デバイス割り込みの平均数で指定します。 CPU の割り込み率の

最小値にしきい値を設定します。 この値に達する と、 重要度が

危険域のメ ッセージが受信されます。

InterruptRateMajorThreshold CPU の割り込み率の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

InterruptRateMinorThreshold CPU の割り込み率の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

InterruptRateWarningThreshold CPU の割り込み率の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設

定します。 詳細については、 「 ト レース」 を参照して ください。 
54 第 4 章



CPU 使用率のしきい値と、CPU 時間をキュー内で待機するプロセス数のしきい値に違反した場合、 このポ リ

シーは、適切な属性を含むメ ッセージを  HPOM コンソールに送信します。 このメ ッセージには、CPU を占有

している上位 10 のプロセスが表示されます。 

Linux/ Solaris 環境では、 このポ リ シーが HPOM で最初に検出した CPU ボ トルネッ クは報告されません。 そ
れ以降検出したボ トルネッ クについて、 CPU を占有する上位 10 のプロセス一覧を示す警告メ ッセージを送

信します。

このポ リシーで使用する以下のメ ト リ ッ クを参照するためには、管理ノード  GBL_CSWITCH_RATE 上で HP
パフォーマンス  エージェン ト を実行する必要があ り ます。

使用する メ ト リ ッ ク GBL_CPU_TOTAL_UTIL 

GBL_RUN_QUEUE

GBL_NUM_CPU 

GBL_OSNAME

GBL_INTERRUPT_RATE 

GBL_CSWITCH_RATE

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

GlobalCpuUtilCriticalThreshold このしきい値は、全体的な CPU 使用率で指定します。 全体的な

CPU 使用率の最小値にしきい値を設定します。 この値に達する

と、 危険域メ ッセージが受信されます。

GlobalCpuUtilMajorThreshold 全体的な CPU 使用率の最小値にしきい値を設定します。この値

に達する と、 重要警戒域メ ッセージが受信されます。

GlobalCpuUtilMinorThreshold 全体的な CPU 使用率の最小値にしきい値を設定します。この値

に達する と、 警戒域メ ッセージが受信されます。

GlobalCpuUtilWarningThreshold 全体的な CPU 使用率の最小値にしきい値を設定します。この値

に達する と、 注意域メ ッセージが受信されます。

RunQueueLengthCriticalThreshold し きい値はプロセス  キューの長さ と して表現されます。 これ

は、 CPU 時間が空くのを待機しているプロセスの数です。 重要

度が危険域のメ ッセージを受信する、 キュー内の最小プロセス

数のしきい値を設定します。
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RunQueueLengthMajorThreshold 重要度が重要警戒域のメ ッセージを受信する、 キュー内の最小

プロセス数のしきい値を設定します。

RunQueueLengthMinorThreshold 重要度が警戒域のメ ッセージを受信する、 キュー内の最小プロ

セス数のしきい値を設定します。

RunQueueLengthWarningThreshold 重要度が注意域のメ ッセージを受信する、 キュー内の最小プロ

セス数のしきい値を設定します。

ContextSwitchRateCriticalThreshold このしきい値は、システムで発生するコンテキス ト  スイ ッチの

総数で指定します。 コンテキス ト  スイ ッチの総数にしきい値を

設定します。 このしきい値に達する と、 危険域メ ッセージが受

信されます。

ContextSwitchRateMajorThreshold コンテキス ト  スイ ッチの総数にしきい値を設定します。このし

きい値に達する と、 重要警戒域メ ッセージが受信されます。

ContextSwitchRateMinorThreshold コンテキス ト  スイ ッチの総数にしきい値を設定します。このし

きい値に達する と、 警戒域メ ッセージが受信されます。

ContextSwitchRateWarningThreshold コンテキス ト  スイ ッチの総数にしきい値を設定します。このし

きい値に達する と、 注意域メ ッセージが受信されます。

InterruptRateCriticalThreshold このしきい値は、 サンプリ ング期間内で発生した 1 秒あたりの

プロセッサ割り込みの平均数で指定します。 CPU の割り込み率

の最小値にしきい値を設定します。 この値に達する と、 重要度

が危険域のメ ッセージが受信されます。

InterruptRateMajorThreshold CPU の割り込み率の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が重要警戒域のメ ッセージが受信されます。

InterruptRateMinorThreshold CPU の割り込み率の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が警戒域のメ ッセージが受信されます。

InterruptRateWarningThreshold CPU の割り込み率の最小値にしきい値を設定します。 この値に

達する と、 重要度が注意域のメ ッセージが受信されます。

MessageGroup このポ リ シーによって管理コンソールに送信される メ ッセー

ジを特定できるよ うに、 わかりやすい値を指定して ください。

しきい値の違反が発生する と、 このポ リシーは、 パラ メータの

値をメ ッセージに付加してから管理コンソールに送信します。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。
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Per Disk Utilization-AT ポリシー

SI-PerDiskUtilization-AT_ja_JP

このポ リシーは、管理ノード上の各ディ スクの使用率を監視します。 このポ リシーは、各収集間隔について、

ディ スク  インスタンスを個別に処理します。 自動しきい値決定によ り、 前日のディ スク使用率に基づいてし

きい値が自動計算されます。 このポ リシーを使用するためには、 管理ノードでパフォーマンス  エージェン ト

を実行する必要があ り ます。 

このポ リシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

使用する メ ト リ ッ ク BYDSK_UTIL

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication SI-PerDiskUtilization-AT_ja_JP ポ リ シーが管理コン ソールに送

信する メ ッセージを簡単に識別できるよ うに、 わかりやすい値

を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

SCOPE と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を DISK と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

BYDSK_UTIL と して表示します。

BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ イン期間に

なり ます。 

MinimumValue メ ト リ ッ クが示すディ スク使用率の最小値を表示します。 

MaximumValue メ ト リ ッ クが示すディ スク使用率の最大値を表示します。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。
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MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、 WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソールに

送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

InstanceSource このパラ メータの値は変更しないでください。
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Network Interface Outbyte Rate ポリシー

SI-PerNetifOutbyteBaseline-AT_ja_JP

このポ リシーは、 所定の間隔でのネッ ト ワーク  インターフェイスの送信バイ ト率を監視します。 管理ノード

上にあるネッ ト ワーク  インターフェイスの送信バイ ト を個別に監視します。 このポ リ シーは、 収集間隔ごと

に、ネッ ト ワーク  インターフェイスを個別に処理します。 自動しきい値決定によ り、前日のネッ ト ワーク  イ
ンタフェース送信バイ ト率に従って自動的にしきい値が計算されます。

このポリシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

DiskUtilCutOff ディ スク使用率の監視を停止する基準となる値を設定します。

使用する メ ト リ ッ ク BYNETIF_OUT_BYTE_RATE

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication SI-PerNetifOutbyteBaseline-AT_ja_JP ポ リ シーが管理コンソール

に送信する メ ッセージを簡単に識別できるよ うに、 わかりやす

い値を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を NETIF と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

BYNETIF_OUT_BYTE_RATE と して表示します。

BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ イン期間に

なり ます。 

MinimumValue メ ト リ ッ クによって示されたネッ ト ワーク  インターフェイス

送信バイ ト率の最小値を表示します。 
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MaximumValue メ ト リ ッ クによって示されたネッ ト ワーク  インターフェイス

送信バイ ト率の最大値を表示します。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、 WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソールに

送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Network Interface Inbyte Rate ポリシー

SI-PerNetifInbyteBaseline-AT_ja_JP

このポ リシーは、 所定の間隔でのネッ ト ワーク  インターフェイスの受信バイ ト率を監視します。 管理ノード

上にあるネッ ト ワーク  インターフェイスの受信バイ ト を個別に監視します。 このポ リ シーは、 収集間隔ごと

に、ネッ ト ワーク  インターフェイスを個別に処理します。 自動しきい値決定によ り、前日のネッ ト ワーク  イ
ンタフェース受信バイ ト率に従って自動的にしきい値が計算されます。 

このポ リシーは履歴データに依存します。 正確な値を計算するためには、HP Embedded Performance Component
(EPC) で 1 週間分のデータを収集してからポ リシーを配布してください。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

ByNetifOutByteCutOff 送信バイ ト率の監視を停止する基準となる値を設定します。

使用する メ ト リ ッ ク BYNETIF_IN_BYTE_RATE

サポート しているプラ ッ ト フォーム Microsoft Windows

Red Hat Enterprise Linux

Suse Linux Enterprise Server

HP-UX

IBM AIX

Sun Solaris

スク リプ ト  パラ メータ 説明

MessageApplication ポ リ シーが管理コンソールに送信する メ ッセージを簡単に識

別できるよ うな値を指定して ください。 

DataSource HP Embedded Performance Component (EPC) データ  ソース名を

CODA と して表示します。 

DataObject HP Embedded Performance Component (EPC) データ  オブジェ ク

ト名を NETIF と して表示します。 

DataMetric HP Embedded Performance Component (EPC) メ ト リ ッ ク名を

BYNETIF_IN_BYTE_RATE と して表示します。
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BaselinePeriod ベースラ イン期間と して定義する時間を入力します (例: 3600
秒)。 現在の時間から遡って、 この期間が現在の基準と して使用

されます。 過去 3600 秒 (1 時間) が現在のベースラ イン期間に

なり ます。 

MinimumValue メ ト リ ッ クによって示されたネッ ト ワーク  インターフェイス

受信バイ ト率の最小値を表示します。 

MaximumValue メ ト リ ッ クによって示されたネッ ト ワーク  インターフェイス

受信バイ ト率の最大値を表示します。 

WarningDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに注意域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータに適切な値を設定します。 パラ メータを無効にする

には、 この値を 5 に設定します。

MinorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに警告域メ ッセージを送信します。 この

パラ メータには、 WarningDeviations に指定した値よ り大きい適

切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値を

5 に設定します。

MajorDeviations 正常値からの標準偏差の数であ り、 この値に達する とポ リシー

は HPOM コンソールに重要危険域メ ッセージを送信します。

このパラ メータには、 MinorDeviations に指定した値よ り大きい

適切な値を設定します。 パラ メータを無効にするには、 この値

を 5 に設定します。

WarningHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MinorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ上回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorHighSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations に指定した値だけ超える場合に HPOM コンソールに

送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メータ

を無効にするには、 この値を  none に設定します。

WarningLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Warning
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信される警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ

メータを無効にするには、 この値を  none に設定します。
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Sample Performance ポリシー

Systems Infrastructure SPI では、 システム上で実行されるプロセスのパフォーマンスの監視に使用可能なパ

フォーマンス  ポ リ シーのサンプルが用意されています。 このポ リ シーをテンプレート と してコピーしてか

ら、 各ユーザーのニーズに合わせて変更するこ とができます。

次のよ うなサンプル ポ リシーが提供されています。

• SI-JavaProcessMemoryUsageTracker_ja_JP ポ リシーは、 システム上で実行される  Java プロセスのメモ

リ使用率を監視します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Performance] → 
[Process Resource Usage Monitor Samples]

• SI-JavaProcessCPUUsageTracker_ja_JP ポ リシーは、システム上で実行される  Java プロセスの CPU 使用

率を監視します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Performance] → 
[Process Resource Usage Monitor Samples]

MinorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Minor
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

MajorLowSeverity 現在のデータがサンプル データ平均に達した、 または Major
Deviations で指定した値だけ下回った場合に、 HPOM コンソー

ルに送信する警告メ ッセージの重要度を表示します。 パラ メー

タを無効にするには、 この値を  none に設定します。

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、この値を  0 に設定しま

す。 コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理

ノードの ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に
設定します。 詳細については、「 ト レース」を参照してください。 

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

ByNetifInByteCutOff 受信バイ ト率の監視を停止する基準となる値を設定します。

スク リプ ト  パラ メータ 説明

ProcessName 監視対象となるプロセスの名前を入力します。

ProcessArguments 必要に応じて、 プロセス引数を入力します。

MessageGroup 送信メ ッセージのメ ッセージ グループ。

CPUUsageHighWaterMark または

MemoryUsageHighWaterMark

プロセスの CPU 使用率またはメモ リ使用率にし きい値を設定しま

す。 この値に達する と、 アラートが受信されます。 

Debug ト レース  メ ッセージを無効にするには、 この値を  0 に設定します。

コンソールで ト レース  メ ッセージを受信するには 1、 管理ノードの

ト レース  ファ イルにメ ッセージを記録するには 2 に設定します。 詳
細については、 「 ト レース」 を参照して ください。
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• SI-MSWindowsSvchostCPUUsageTracker_ja_JP ポ リ シーは、 システム上で実行される  svchost プロセス

の CPU 使用率を監視します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<language>] → [Systems Infrastructure] → 
[Performance] → [Process Resource Usage Monitor Samples] → [Windows]

• SI-MSWindowsSvchostMemoryUsageTracker_ja_JP ポ リシーは、システム上で実行される  svchost プロセ

スのメモ リ使用率を監視します。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<language>] → [Systems Infrastructure] → 
[Performance] → [Process Resource Usage Monitor Samples] → [Windows]

セキュリテ ィ  ポリシー

不正ユーザーは、 別のユーザー名とパスワードの入力や自動スク リプ ト などの手段で、 システムへの侵入を

試みるこ とがあ り ます。 このよ うな不正アクセスを実行しよ う とする と、 ログインの失敗が何度も発生しま

す。 このよ う な リ スクを把握し、 回避する方法と して、 System Infrastructure のセキュ リティ  ポ リシーでログ

インの失敗回数を定期的にチェッ クするこ とができます。 たとえば、 セキュ リ ティ  ポ リ シーは、 ログイン試

行回数が多すぎる場合、 失敗したログイン データを収集し、 アラート を送信します。

Windows 用の Failed Login Collector ポリシー

SI-MSWindowsFailedLoginsCollector_ja_JP 

これは、 scheduled task ポ リシーであ り、Microsoft Windows 上で失敗したログインの試行回数をチェッ ク しま

す。 管理ノード上で、 不明なユーザー名やパスワード誤りのいずれかが原因で無効なログインが発生してい

ないかど う かをチェ ッ ク し ます。 このポ リ シーは、 ログ イ ン失敗の個々のイ ンス タ ンスを、 Embedded
Performance Component (EPC) の GBL_NUM_FAILED_LOGINS メ ト リ ッ クに一定の間隔で記録し ます。 デ
フォルトでは、 1 分間隔で記録します。 EPC に記録された情報に基づいて、 コンソールにアラート を送信し

た り、 所定の時間内で発生した無効なログイン回数を示すレポート を作成できます。 このポ リ シーのデフォ

ルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<language>] → [Systems Infrastructure] → [Security] → 
[Windows]

Windows 用の Last Logon Collector ポリシー

SI-MSWindowsLastLogonsCollector_ja_JP

これは、 scheduled task ポ リ シーであ り、 Microsoft Windows 上でアクティブなすべてのローカル ユーザー ア
カウン トのログインの詳細をチェッ ク します。 このポ リシーは、ユーザー ログインの個々のインスタンスを、

Embedded Performance Component (EPC) の SECONDS_SINCE_LASTLOGIN メ ト リ ッ クに一定の間隔で記録し

ます。 デフォルトでは、 1 分間隔で記録します。 EPC に記録された情報に基づいて、 コンソールにアラート を

送信したり、 所定の時間内で発生したユーザー ログイン回数を示すレポート を作成できます。 このポ リ シー

のデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<language>] → [Systems Infrastructure] → [Security] → 
[Windows]

セキュ リ ティ  コレク タ  ポ リ シーを配布したら、 必要なデータを収集するために、 ポ リシーを  5 分以上実行

して ください。 
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Linux 用の Failed Login Collector ポリシー

SI-UNIXFailedLoginsCollector_ja_JP

これは、 scheduled task ポ リシーであ り、 RHEL および SLES Linux システム、 HP-UX、 AIX、 Solaris 上で失敗

したログインの試行回数をチェッ ク します。 管理ノード上で、 不明なユーザー名やパスワード誤りのいずれ

かが原因で無効なログインが発生していないかど うかをチェッ ク します。 このポ リ シーは、 ログイン失敗の

個々のインスタンスを、 Embedded Performance Component (EPC) の GBL_NUM_FAILED_LOGINS メ ト リ ッ ク

に一定の間隔で記録します。 デフォルトでは、 1 分間隔で記録します。 EPC に記録された情報に基づいて、 コ

ンソールにアラート を送信したり、 所定の時間内で発生した無効なログイン回数を示すレポート を作成でき

ます。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Security] → [Linux]

Linux 用の Last Logon Collector ポリシー

SI-LinuxLastLogonsCollector_ja_JP 

これは、 scheduled task ポ リシーであ り、RHEL および SLES Linux システム上でアクティブなすべてのローカ

ル ユーザー アカウン トのログインの詳細をチェッ ク します。 このポ リシーは、ユーザー ログインの個々のイ

ンスタンスを、 Embedded Performance Component (EPC) の SECONDS_SINCE_LASTLOGIN メ ト リ ッ クに一定

の間隔で記録します。 デフォルトでは、 1 分間隔で記録します。 EPC に記録された情報に基づいて、 コンソー

ルにアラート を送信した り、 所定の時間内で発生したユーザー ログイン回数を示すレポート を作成できま

す。 このポ リシーのデフォルトのポ リシー グループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management] → [v1.60] → [<言語>] → [Systems Infrastructure] → [Security] → [Linux]

Solaris ノードで SI-UNIXFailedLoginsCollector_ja_JP ポ リシーが正し く機能するには、次の条件を満たす必要

があ り ます。

• Solaris ノード上の /etc/default/login ファ イルで、 次の設定を行う必要があ り ます。

SYSLOG=YES

SYSLOG_FAILED_LOGINS=1

• /etc/syslog.conf ファ イルの次の行がコ メン トになっている場合は解除するか、存在しない場合

は行を追加します。

auth.notice  ifdef(`LOGHOST', /var/log/authlog, @loghost)

• 次のコマンドを実行して、 syslogd を更新します。

svcadm refresh system/system-log
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Systems Infrastructure SPI ツール

ツールでは、 管理ノード上のサービスを管理したり、 特定の管理ノードの収集データを一覧表示できます。

HPOM for Windows で Systems Infrastructure ツールにアクセスするには、 次を選択します。

[ツール] → [システム インフラスト ラクチャ ]

HPOM for UNIX/Linux のコンソール/管理者用 UI からツールにアクセスするには、 次を選択します。

[Tool Bank] → [Systems Infrastructure]

ア ッ プグレー ド では、 新しいツールであ る  Cleanup 1.0 Node Groups が HPOM Java GUI で提供され、

Infrastructure SPI 1.0 ノード  グループを HPOM for UNIX (Linux、 HP-UX、 Solaris) から削除できます。

Users Last Login ツール

Users Last Login ツールを管理ノードで起動する と、すべてのアクティブ ユーザーと、前回のログインに関す

る詳細情報が一覧表示されます。 このツールを起動する前に、 対応する  Last Login Collector ツールを導入し

ておいてください。 Last Logon Collector ポ リシーの詳細については、 「Windows 用の Last Logon Collector ポ リ

シー」 と 「Linux 用の Last Logon Collector ポ リシー」 を参照してください。 
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5 Systems Infrastructure SPI のレポート とグラフ
Systems Infrastructure SPI と  HP Reporter を統合するこ とによ り、 管理ノードから収集したメ ト リ ッ ク  データ

に基づいてレポート を生成できます。 レポートから、 システム リ ソースの全体像を把握できます。 また、 グ

ラフを作成して、 収集されたメ ト リ ッ ク  データを分析するこ と もできます。 Systems Infrastructure SPI で収集

したデータからレポート とグラフを作成して表示するには、HP Reporter と  HP Performance Manager を HPOM
と併用します。 

Systems Infrastructure SPI のレポート

Systems Infrastructure SPI のレポー ト には、 HPOM for Windows コン ソールからアクセスできます。 Systems
Infrastructure SPI 向けに HP Reporter パッケージをインス トールする手順については、 『HP Operations Smart
Plug-in for Infrastructure インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 

HPOM for Windows から  Systems Infrastructure SPI のレポー ト を表示するには、 コ ン ソール ツ リ ーで

[Reports] → [Systems Infrastructure] を選択して展開します。 必要なレポー ト を選択して右ク リ ッ ク し、

[レポートの表示] を選択する と、 レポートが表示されます。

HP Reporter を HPOM 管理サーバーにインス トールした場合、管理サーバーでレポート を直接表示できます。

HPOM 管理サーバーに接続されている別のシステムに HP Reporter をインス トールした場合、 HP Reporter シ
ステムでレポート を表示できます。 HP Reporter と  HPOM を統合する方法の詳細は、『HP Reporter インス トー

ルおよび特別構成ガイ ド』 を参照して ください。 以下に、 レポートの例を示します。
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図 5　Systems Infrastructure SPI のレポートの例
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Systems Infrastructure SPI  には、 以下のレポートが用意されています。

Systems Infrastructure SPI のグラフ

HP Performance Manager では、 管理ノードで収集されたほぼリ アルタイムのデータを元にグラフが生成され

ます。 HP Performance Manager を HPOM 管理サーバーにインス トールしている場合、 HPOM コンソールから

これらのグラフにアクセスできます。 

Systems Infrastructure SPI には、 設定済みのグラフがいくつか用意されています。 これらのグラフは、 HPOM
コンソール ツ リーの [Graphs] フォルダにあ り ます。 この [Graphs] フォルダにアクセスできるのは、HPOM 管
理サーバーに HP Performance Manager をインス トールした場合のみです。 以下に、 グラフの例を示します。

HPOM for Windows でグラフにアクセスするには、[Graphs] → [Infrastructure Management] を選択します。

HPOM for UNIX/Linux/Solaris でグラフにアクセスするには、 アクテ ィブな メ ッセージを選択して [Message
Properties] ウ ィ ン ド ウを開き、 [Actions] をク リ ッ ク します。 [Operator initiated action] 項で、 [Perform] をク

リ ッ ク し ます。 または、 ア ク テ ィ ブな メ ッ セージを右ク リ ッ ク し て [Perform/Stop Action] を選択し、

[Perform Operator-Initiated Action] をク リ ッ ク します。 

レポート /レポートのタイ トル 目的

System Failed Login 　
(前回のシステム ログイン)

特定のログインが管理ノード上で最後に使用された日時が表示さ

れます。 また、 これまでに一度もログインしていないユーザーが一

覧表示されます。 データは、 日付および時刻順にソー ト されます。

このレポートでは、使用されていないユーザー アカウン トや古くて

無効になったユーザー アカウン ト を特定できます。

System Last Login 　
(システム ログインの失敗)

管理ノード上で発生したログインの失敗がすべて一覧表示されま

す。 このレポートでは、 管理ノードにログインを繰り返し試行する

不正ユーザーがいないかど うかを把握できます。

System Availability 　
(システムの可用性)

システムに関する可用性情報が表示されます。 このレポー ト では、

勤務時間外、週末、祭日を除くデータベース内の日付範囲について、

システム稼働時間の比率やダウンタ イムの長さに関する情報を把

握できます。

Top CPU Process 　
(CPU 使用率の高いプロセス)

CPU 使用率が高いシステムが表示されます。 このレポートのデータ

に基づいて、レポート期間中に大量の CPU サイクルを消費している

システムを分析できます。

Top Memory Process 　
(メモ リ使用量が多いプロセス)

メモ リ使用量が多いシステムが表示されます。 このレポートのデー

タに基づいて、 レポート期間中に大量のメモ リ容量を消費している

システムを分析できます。
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図 6　Systems Infrastructure SPI のグラフの例
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Systems Infrastructure SPI  には、 以下のグラフが用意されています。

グラフ グラフの設定

ディ スク • ディ スク使用率

• ディ スクの概要

• ディ スクのスループッ ト

• ディ スク容量

• ディ スク容量 (円グラフ)

• ディ スクの概要

グローバル パフォーマンス • 全体の履歴

• グローバル実行キューのベースライン

• 全体の詳細

• 複数のグローバル予測

CPU • CPU の概要

• CPU 使用率の概要

• 個々の CPU

• CPU の比較

• CPU ゲージ

• CPU の詳細

• 全体的な CPU の予測

• 季節を考慮した CPU の予測

ネッ ト ワーク • ネッ ト ワークの概要

• 個々のネッ ト ワーク

• ネッ ト ワーク  インターフェイスの詳細

メモ リ • メモ リの概要

• 物理メモ リ使用率

構成 • 構成の概要

• システム構成

ト ランザクシ ョ ン • ト ランザクシ ョ ンの正常性

• ト ランザクシ ョ ンの履歴

• ト ランザクシ ョ ンの詳細

• ト ランザクシ ョ ンの応答予測

ファイル システム • ファ イル システムの詳細

アプリ ケーシ ョ ン • アプリ ケーシ ョ ン CPU ゲージ

• アプリ ケーシ ョ ン CPU 予測

• アプリ ケーシ ョ ンの履歴

• アプリ ケーシ ョ ンの詳細

プロセス • プロセスの詳細
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6 ト ラブルシューティング
この章では、 Systems Infrastructure SPI の制限事項と問題の概要、 および基本的な ト ラブルシューティング方

法を説明します。 

ゲス ト仮想マシンの自動追加機能でエラーが発生する。

原因:  InfraSPI-ServerSettings ポ リ シーの AutoAdd_Guests パラ メータは、 デフォルトで false に設定されます。

この設定には、ゲス ト仮想マシンが自動的に追加されるこ とによ り、 コンソール GUI がフ リーズしてしま う

こ とを防ぐ目的があ り ます。 

解決:  InfraSPI-ServerSettings ポリシーで AutoAdd_Guests=true パラ メータを設定してから、 ポ リシーを

再配布します。 ポ リシーにアクセスするには、 [Infrastructure Management] → [Settings and Thresholds]
→ [Server Settings] をク リ ッ ク します。 

HPOM for UNIX の管理者用 GUI で変更した高度な監視ポ リシーを管理ノードに配布した後、実行できない。 

原因:  HPOM for UNIX ポ リシー エディ タで高度な監視ポ リシーを編集する と、Perl コード  モジュールで構文

エラーが発生します。 そのため、 ポ リシーを実行できません。 以下のよ うなエラーが表示されます。 

An error occurred in the processing of the policy 　
'SI-LinuxSshdProcessMonitor'. Please check the following errors and take 　
corrective actions.(ポ リシー 'SI-LinuxSshdProcessMonitor_ja_JP' の処理中にエラーが

発生しました。 以下のエラーを確認して修正措置をとってください。 ) (OpC30-797)

Error during evaluation of threshold level "Processes - Fill Instance list"　
(しきい値レベル "Processes - Fill Instance list" の評価中にエラーが発生しました) 
(OpC30-728)　

Execution of instance filter script failed.(インスタンス  フ ィルタの実行に失敗しました) 
(OpC30-714)　

Perl Script execution failed: syntax error at PerlScript line 11, near "1　
(Perl スク リプ トの実行に失敗しました。 Perl スク リプ トの 11 行目、"1 の近くに構文エラーがあ り

ます)

#BEGIN_PROCESSES_LIST

#ProcName=/usr/sbin/sshd

#Params=

#Params=

#MonMode=>=

#ProcNum=1

#END_PROCESSES_LIST
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@ProcNames"

Missing right curly or square bracket at PerlScript line 17, within string　
(Perl スク リプ トの 17 行目の文字列に右中括弧または角括弧があ り ません)

syntax error at PerlScript line 17, at EOF.　
(Perl スク リプ トの 17 行目、 EOF に構文エラーがあ り ます)

(OpC30-750)

未編集の高度な監視ポリシー ([Measurement Threshold] タイプ) を HPOM for UNIX から配布して使用できます。 

解決:  Measurement Threshold ポ リシーの設定を編集するため、HPOM for UNIX の管理者用 GUI の [Edit in Raw
mode] 機能を使用してポ リ シーの内容を変更します。 そのためには、 ポ リシー データ  ファ イルの構文を理解

している必要があ り ます。

英語以外の名前を使用する と、 検出手順とデータ収集でエラーが発生する。 

原因:  英語版以外の HP Operations Manager では、 Systems Infrastructure SPI をインス トールするこ とはできま

すが、 名前に英語以外の言語を使用する とエラーが発生します。 このエラーは、 HP Operations Agent のス ト

ア コレクシ ョ ン Perl API が英語以外の名前を認識できないこ とが原因で発生します。

解決:  ク ラスタやリ ソース  グループの名前には英語を使用してください。

システム検出でノードが自動追加される と きに、 アラート  メ ッセージが表示される。

原因:  ク ラスタ環境や仮想化環境でノードを自動追加する際、 システム検出ポ リシーによって、 通常の重要

度でアラート  メ ッセージが生成されます。 ポ リ シーの自動追加機能によってノード  バンクにノードを追加

する処理には時間がかかるので、 アラート  メ ッセージが受諾されるまでに若干の時間がかかり ます。 

解決:  次に示す XPL 設定パラ メータのデフォルト値を変更して、 自動追加機能を無効にします。 

HPOM コンソールに警告/エラー メ ッセージが表示される。 

An error occurred in the processing of the policy 'SI-PerDiskUtilization-AT'.　

Please check the following errors and take corrective actions.　
(ポ リシー 'SI-PerDiskUtilization-AT'_ja_JP の処理中にエラーが発生しました。 以下のエラー

を確認して修正措置をとって ください。 ) (OpC30-797)

Initialization of collection source "DoNotRename" failed. 　
(コレクシ ョ ン ソース "DoNotRename" の初期化に失敗しました。 ) (OpC30-724)

設定パラ メータ デフォルト値  自動追加機能を無効にする値

AutoAdd_ClusterNode true false

AutoAdd_Cluster_RG_IP true false

AutoAdd_HypervisorNode true false

AutoAdd_Guests false true 
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Cannot find object 'DISK' in Coda object list. 　
(Coda オブジェク ト  リ ス ト内で 'DISK' オブジェク トが見つかり ません。 ) (OpC30-761)

Searching for 'data source: SCOPE' in the DataSourceList failed. 　
(DataSourceList での 'data source: SCOPE' の検索に失敗しました。 ) (OpC30-766)

原因:  HP Performance Agent がインス トールされていないノードに SI-PerDiskUtilization-AT_ja_JP ポ リシーを

配布する と、 このエラーが発生します。 SI-PerDiskUtilization-AT_ja_JP ポ リ シーは、 SCOPE が提供する メ ト

リ ッ クを使用し、 正常に動作するためには HP Performance Agent が必要です。

解決: 管理ノードに HP Performance Agent をインス トールします。これによ り、ポ リ シーは正常に機能します。 

HPOM for UNIX (バージ ョ ン 9.00) オペレータ  コンソールから  Systems Infrastructure SPI グラフを表示する

コマンドをオペレータが実行する と、 エラーが発生する。

解決: HPOM サーバーで次のコマンドを実行してください。

/opt/OV/contrib/OpC/OVPM/install_OVPM.sh <OMUServerName>:8081
ト ラブルシューテ ィング 75



76 第 6 章



A 付録:  ポリシーとツール
HPOM for Windows Server からのポリシー配布

HPOM for Windows からポ リシーを手動で配布するには、 以下の手順を実行します。

1 配布するポ リシーを右ク リ ッ ク します。

2 メニューから、 [すべてのタスク] を選択します。 

3 [配布先ノード ] を選択します。 [ポ リシーの配布先] ダイアログ ボッ クスが開きます。

4 [ツリーから ノードを選択する ] オプシ ョ ンを選択します。 管理ノード一覧から、 ポ リ シーを配布する

ノードを選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

図 7　 [ポ リ シーの配布先] ダイアログ ボッ クス
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HPOM for UNIX Server からのポリシー配布

ポ リシーを配布する前に、 管理サーバーに既にノードが追加された状態であ り、 HP Operations Agent ソフ ト

ウェアがインス トールされている こ と を確認して ください。 管理サーバーにノードを追加する方法の詳細

は、 HP Operations Manager for Unix オンライン ヘルプを参照してください。 

HPOM for UNIX (HP-UX、 Linux、 Solaris) からポ リシーを配布するには、 以下の手順を実行します。

タスク  1: ポリシーまたはポリシー グループの割り当て

1 HPOM に管理者でログオンします。 HPOM 管理者用 UI が表示されます。

2 [Objects Bank] カテゴ リで、 [Policy Bank] をク リ ッ ク します。 [Policy Bank] ウ ィンド ウが開きます。 

3 [Policy Bank] ウ ィンド ウで、ノードまたはノード  グループに割り当てるポ リシーまたはポ リシー グルー

プを選択します。

4 [Choose an Action] ド ロ ップダウン ボッ クスから  [Assign to Node/Node group...] を選択し、[Submit]
をク リ ッ ク します。

選択ウ ィンド ウが開きます。

5 ノードまたはノード  グループを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

選択したポ リシーがノードに割り当てられます。

タスク  2: ポリシーの配布

1 HPOM 管理者用 UI から、 [Objects Bank] カテゴ リの [Node Bank] をク リ ッ ク します。 [Node Bank] ウ ィ

ンド ウが開きます。

2 [Node Bank] ウ ィンド ウで、 ポ リシーの配布先となる ノードまたはノード  グループを選択します。

3 [Choose an Action] ド ロ ップダウン ボッ クスから  [Deploy Configuration...] を選択し、 [Submit] をク

リ ッ ク します。

選択ウ ィンド ウが開きます。

4 [Distribute Policies] チェッ ク  ボッ クスをオンにしてから、 [OK] をク リ ッ ク します。

このポ リシーは、 選択したノードに配布されます。

HPOM for Windows Server からのツールの起動

ツールを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソール ツ リーの [ツール] フォルダで、 [システム インフラスト ラクチャ ] フォルダを選択します。 

2 詳細ペインで <ツール名> ツールを選択し、 右ク リ ッ クする とシ ョート カッ ト  メニューが開きます。 

3 [すべてのタスク ] → [ツールの起動...] を選択する と、 [このツールの起動場所の選択] ダイアログ ボッ ク

スが開きます。 

このダイアログ ボッ クスには、 選択したツールを起動できる管理ノードが一覧表示されます。 

4 ツールを起動したいノードのチェッ ク  ボッ クスを選択します。 [ノード ] フォルダを選択する と、 フォル

ダ内にあるツール全体を選択できます。

5 [起動] をク リ ッ ク します。

[ツールのステータス] ダイアログ ボッ クスが開き、 起動結果が表示されます。
78 付録 A



適用ツールの実行結果を保存できます。 [起動済みツール] ボッ クスにある  1 行または複数の行を選択してか

ら、 [保存] をク リ ッ ク します。 出力がテキス ト形式で保存されます。

HPOM for UNIX でのツールの起動

HPOM for UNIX (HP-UX、 Linux、 Solaris) でツールを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 Java UI で、 [Tools] → [Systems Infrastructure] を選択します。

2 <ツール名> ツールを右ク リ ッ ク し、 [Start Customized] を選択します。

[Start Tool - Customized Wizard] ウ ィンド ウが開きます。

3 ノード  リ ス トで、 ツールを起動する ノードを選択します。 

4 ウ ィザードで [Get Selections] をク リ ッ ク します。

ノードが [Selected Nodes] リ ス トに追加されます。

5  [Next] をク リ ッ ク します。

6 [specify additional information needed to run the tool] ページで、 その他の情報を入力するか、 各フ ィールド

を空白のままにします。 

7 [Finish] をク リ ッ ク します。

ツールの出力が表示されます。
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We appreciate your feedback!

If an email client is configured on this system, by default an email window opens when you 
click on the bookmark “Comments”.

In case you do not have the email client configured, copy the information below to a web mail 
client, and send this email to docfeedback@hp.com

Product name:

Document title:

Version number:

Feedback:
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